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一
傳
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派
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會
蓮
意

想

時

機

両

県

・な

る

祉

會

革

命

の

企

些
旧
友

二
死

、

こ

.

.

'

F

.孝

,u
」み

レ

ノ

経

済

と

自

由

・
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節
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響
業
税
論

恐
㎜

読

苑
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負
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の
地
方
別
研
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篠
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博
士

・
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締
濟
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二
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英
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印
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労
働

争
議

油

墨

+

柴
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卸
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時

論

螢
業
税
論

策
十
五
巻

(第
四
號

[
一
四
)

五
九
二

管

業

税

論

小

川

郷

太

郎

1

螢
業
聾

就
て
匡

目
下
蕪

な
ろ
慶
止
運
動
蓮

っ
て
ゐ
ゐ
-
商
工
業
者
の
園
盟
心
志

重

て
の
運
動
で
め
る
。
真
運
動
の
目
標
写

る
所

に
、
無

條
性

的
に
螢
業
撹
の
み
為
慶

止
し
や
う

ε
す

る
の
で
め
る
。

政
僅

讐

雁

財
羅

濟
饗

胃

命
じ
て
輸

鑑

案
全

て
し
巽

が
.
そ
の
臨

財
麗

翻

書

で
ば
、
鍵

曾

畿

異

に
之

た
地
方
に
委
醸
し
・
其
代
り
に
財
産
馨

池
著

い
ふ
案
な
立
て
た
。
い
紫

國
視
螢
業
税
の
條
件
付
腰
止
で
あ
る
。
省
臨
時
財
政
纒
濟
馨

會
に

て
に
螢
業
税
こ
地
租

こ
の
地
方
委
譲

に
漸
々
旭
て
之
な
窮
す
べ
春
で
あ
み
ピ
し
、
其
通

披
的
時
代

の
制
度

ε
し
て
、
螢
業
税
11
現
行

の
制
度

に
改
正

た
加

ふ
ぺ
吾
」で
あ
る
ζ

い
ふ
・
、
ε
々
決
議
し
て
み

ろ
Q

醤
業

税
に
果

し
て
無
篠
竹
的

に
腰
止
す
べ
き
で
あ

ろ
か
、
叉

-・
修
竹
付

に
腰
止
ず
べ
き
で
あ
る
か
、
抑

も
亦
現
行
制
度
に
吹
正
々
加

へ
喜

ん
ず

べ
き

か
・
私
に
此
問
題
に
就
て
聯
か
研
究
し
て
見
た

い
ε
思

ふ
.

此
問
題
た
研
究
す
る
が
鴛
め
に
ば

・
先
づ
我
国

現
行
螢
業
馨

概
要
鼓

し

、
そ
れ
が
如
何
な

薮

鮎

着

ず
る
か
益
田
か
讐

れ
ば
な
ら

沿
。

第

口

現
行
轡
業
視
制
度
の
概
要

哉

の
集

讐

明
治
初
年
暴

、
地
方
視
ε
し
て
課
せ
ら
れ
て
み
た
の
£

る
が
、
明
治
廿
九
年
葎

第
三

十
三
號

に
依

b
國
枇

`
し
て
設

け
ら

れ

る
こ
ご

、
な

つ
π
。

此
國
馨

魯

蕃

藻

鴬

謬

謬

・
葎

に
於
て
之
を
列
暑
し
て
る
る
。
そ
れ
極

る
ε
、



!

物
品
販
盛
業
、
銀
行
業
-
保
隙
業
、
無
霊
業
、
金
銭
貸
付
業
、
物
品
貸
付
業
、
製
造
業
、
印
刷
業
、
画
板
業
、
旛
蠕
業
、
埋
選
集
、
運
河
業
、
棧

橋
業
、
船
舶
碇
繋
場
業
、
貨
物
陸
揚
講
、
倉
庫
業
、
鐵
溢
業
、
請
負
業
、
席
貸
業
、
料
理
.店
業
、
旅
人
宿
業
、周
旋
業
、
代
理
業
、仲
立
業
、問
屋
業
、

信
託
業
、

の
二
十

六
種

で
あ

る
.
此

飾
鑓

業
枕
、
費
藥

讐
業
枕

、
取
引
所
管

渠
税

ε
い
ふ
特
殊

瞥
業
視
が

あ
る
。

是
等

の
替

業

に
旙

せ
な

い
管
渠

に
就

て
は
、
国
税
を
課

せ

澱
が
地

方
税

を
課
す

る
。
私

の
藪

に
論
せ

ん
ε
す

る
鱗

葉
挽
は

、

言
ふ
迄

も
無

く
國
視

た
る
普
通

椅
業
挽

で
あ

る
。

　

　

　

　

鞍
業
税
の
課
税
標
準
は
管
業
の
種
類
井
に
業
態
に
依

っ
て
異

っ
て
み
る
が
、
そ
の
轍
.は
七

つ
あ
る
、
費
上
金
高
、

建
物
賃
貸
償
格
、
從
業
者

、
資
本
金
、
牧
入
金
、
請
負
金
、
報
償
金
即
ち
そ
れ
で
め
る
。
各
暫
業
者
は
是
等
の
二

つ
な
り
三

つ
な
b
を
結
び
合
は
し
て
、
共
謀
椀
標
準

注
し
て
み
る
。

つ

　

ロ

む

む

是
等

の
総
て
の
螢
業

に
共
寓

し
て
諜
稔
標
準

こ
な
っ
て
み
る
も
の
11
從
業
者

の
鍛
で
あ

み
、
そ
れ
に
配
す
る
に
、
ω
物
品
販
盛
業

に
賞
上

高
と
賃

貸
慣
督

銀
行
業
、
保
険
業
、
無
叢
叢
、
製
造
業

、
印
刷
業

、
出
版
業
、
爲
授
業

、
金
鏝
貸

付
業
、
物
品
貸
付
業
に
資

本
金

ε
賃
貸
償
漿

但
し
金

ラ

銭
貸
付
業

ε
物
品
貸
付
業

芝
は
蓮
偲
資
本
金
)
3
運
送
業
、
漣
何
業
、
棧

橋
業
、
船
舶
碇
繋
揚
業

、
貨

物
陸
揚
業
は
、
資
本
金

薗
倉
庫
業

、
貸
席

×

業
、
料
理
店
業
、
旅
人
宿
業
ば
、
賃
貸
似
格
。
5
鐡
溝
業
11
牧
入
金
、
請
負
業
は
諸
員
金

、
周
旋
業

、
代
理
業
、
仲
立
業

平
問
屋
業

.
信
託
業
ば
報

`

償
金
な
以
て
し
て
み
る
。
所
で
物
品
販
質
業
の
壷
上
金
、
調
質
.業
者
の
請
負
金

、
周
旋
業
、
代
理
業

、
帥
立
業

、
問
屋
業

、
僖
託
業

の
報
償
金
に
皆

ち

ロ

も

ら

も

し

む

し

も

コ

ロ

や

セ

し

じ

リ

コ

ロ

ら

　

レ

ら

り

し

レ

し

つ

じ

し

り

へ

ら

カ

カ

そ
れ
ノ
τ
其
業
の
攻
入
金
芝
見
る
ご
ざ
が
出
張
る
。
故
に
課
租
標
準
に
、
從
業
者
、建
物
賃
貸
借
慣
絡
、資
水
金
、蝦
入
金
の
四
に
帰
す
る
の
で
あ
る
Q

.

是
等

の
課

税
標

準
は
、
瞥
業

の
實
際

咬
盆

琶
全
然

一
致

す

る
も

の
で
は
無

い
が
、
實
際

の
牧
盆

を
推

測
す

る

こ

ゆ

む

ロ

リ

`
が
曲

球

る
も

の
で
、
而

も
外

部

に
表

現

し
て
み
る

も
の

ε
せ
ら

れ
て
る

る
の
で
あ
る
。

故

に
之
を
外

形
標
準

虐

時

論

蔭
業
税
論
.

第
十
五
轡

(第
四
號

一
}
五
)

五
九
三



時

論

螢
業
種
論

纂
十
五
谷

(第
.四
號

…
一
山ハ
)

壁皿
九
四

り

し

ロ

し

む

ら

け

し

　

も

つ

サ

リ

も

も

ね

も

し

　

わ

　

ほ

　

つ

ヘ

ロ

ロ

あ

ね

ゆ

し

へ

の

や

ロ

い

ほ

に

い
ふ
。
課

槻
標
準

は
外
形
標
準

で

あ

っ
て
も

、
.荷
も

瞥

業
収
益
を
推
定

す
る
尺
度

こ
し
て
、
之
を

取

っ
た
以

上
麟

や

い

り

コ

ロ

リ

も

し

ケ

ヘ

コ

も

も

ロ

リ

り

し

り

　

カ

も

ヨ

リ

ヘ

モ

ロ

リ

マ

や

リ

セ

め

サ

リ

リ

も

し

業
枕
の
牧

釜
を
税
す
.る
に
在
り
・し
見
な

け
れ
ば

な
ら

漁
、
足

れ
塘

業
桃

が
牧
盆
撹

た
る
.耕

以
で
あ
る
。

り

た

む

課

程

標

準

は

右

の

如

く

で

あ

る

ε

し

て

、

次

に

其

計

算

方

法

を

明

に

せ

ね

ば

な

ら

訟

。
.

,

)

亀

、

、

、

、

亀

、

り

O

O

O

O

O

O

Q

ぴ

O

O

O

玉

納

税

義

栃

看

た

る

麟

業

王

に

關

聯

し

て

垢

ふ

る

に

・

く
う

ヘ

ヨ

も

む

ロ

う

ロ

ロ

　

し

ヘ

コ

ロ

ロ

ほ

ヨ

ら

り

じ

じ

も

も

り

も

お

も

し

レ

し

レ

も

も

ほ

も

ロ

し

も

ヒ

も

モ

コ

ヒ

も

し

コ
も

し

ト

い

み
　

a
同

一
人
が
踊

一
箸

1/
典
つ
た
魯
業
拗

ド
於

て
、
同

一
若

ぼ
異

っ
た

ろ
醤
業

な
爲
で
揚
曾

鉦

こ
も
、
原
則

こ
し
て
忍
整

業
揚
毎

に
、
又
穂
業
の

、

く

噛

b

魑

`

■

9

竜

馳

b

馳

」

巳

、

扇

■

'

b

、

」

b

」

b

㍗

b

馳

●

.

」

し

、

b

隣

塾

馳

h

聾

聰

・

。

)

柿
類
徳

操

枕
標
準
妙
計
算
し
・
各
別

巌

業

枕
な
課
蒐

…

に

な

〆・
て
る

る
、
足
れ
管
業
税
が
物
税
な

ろ
所
以
で
あ

ろ
ゆ
但

し
、
里

人
が
数

個

の
管
渠

揚

に
於

て
資

本

心
課

税
標

準

ピ

ず
べ
き

轡

業

布
蕾

み
.
其

轡
業

資
本

が
各

機
業

所

毎

に
匪

命

ず

み

こ
ご
が
出

架
賦

い
ミ
き

に
、
、共

謀
晩

標

ラ

準

な
含

算

し

、
主

た

る
醤

業
所

F
於

て
轡

業

檎

を
課

す

る
。
倉

庫

業

、
鐵

近
業

も

亦
之

に
準

ず

ろ
¢

叉

同

一
人
が

鍛

個

の
螢
業

毎
躯

U
螢

み
且
ハ課
挽

標

準
た

み
べ
き
も

の
愚
夫

紐

に
使
用

す

る

ご
き

は

.
税

率

の
最

も
重

曹・
.管
渠

11就

て
之

な
.計
算

し
稚

傘
等

し
き

ピ
き

に
生

れ

る
瞥

業

に
就

て
之

な
計

算

ず

る
の
で

め

ろ
。

う

む

じ

ロ

こ
む

む

つ

ロ

ヘ

ヤ

も

し

ロ

や

へ

じ

り

へ

ゆ

モ

ヒ

ョ

ヘ

コ

ヘ

ヘ

セ

む

い

も

2

課

税

標

準

を

時

に

闘

聯

し

て

考

ふ

る

に

、

前

年

の

實

績

に

依

っ

て

之

を

計

算

す

る

轟

ε

、

し

て

あ

る

。

豫

算

(

主

義

は

蟹

隈

に

於

て

殖

枕

を

促

し

眞

相

を

捕

捉

す

る

こ

ざ

が

出

來

諏

か

ら

で

あ

る

。

ラ

ロ

ロ

　

　
　

　

つ

り

　

　

　

　

　

ロ

つ

む

む

　

3

各

課

枇

標

準

は

そ

れ

《

＼

如

何

な

る

範

囲

に

於

て

、

如

何

に

計

算

す

る

か

ε

い

ふ

に

、

　

し
ラ
　

　

む

a
從

茱

為
ば
名

義

の
如
何

為
問

ぱ
ず

、
練

交
響

業

・ト
従

事

で

ろ
者
.を
紛

失
計

算

す

、
但

し
響

業
主

海

除
く

外

、
十

五
蔵

米
櫛

03
者

及
馨
業

主

ご
…

戸
籍

内

・ト
在

う
も

の
ば
此

限

り
で

無

い
。
是

等

の
従
業

者

な
計
算

す

る
方
法

に

前
年

中
各

月

に
於

σ
ろ
最
多
.数

の
亭

均

に
依

る
。

う

つ

　

の

　

b
貸

賃

慣
糖

に

、
同

…
甑
域

内

に
在

う
か
、

叉

に
匹
域

外

に
在

る
も
敷

地

の
接
絞

ず

ε
か
、
碧

に
使

川
上

掻
練

す

る
ピ
認

め

ら

ろ

㌧
土

地

家
屋
其

〔

ヨ
ロ

じ

ロ
し

し
ら

の

ロ
ロ
し

し

へ
し

へ
ら

り
　

も

し

し
ロ

し

コ
ロ

も

ド
し

　
し

し

ら
も

ロ
し

他
の
築
造

物
に
し
て
、
直
接

叉
ほ
間

権
に
螢
業

に
使
用
延
ら

る
㌔
も

の
.
井

・ド
同

一
匠
城
外
に
在

っ
て
尚
直
接

に
螢
業

ト
使
用
ぜ
ら
れ

る
も
の
.」
就

き
計
算
す
。
面
し

ア、
其
馳
走
方
法
に
貫
生
が
公
課
修
繕
費
、
其
他

土
地
叉
は
建
物
の
維
持

に
必
要
取
る
郷
費

為
貢
揃
マ

ス
條
符
心
以
て
、
店
舗
獄
ハ他

璽



螢
業

爆

の

ヒ
地

建

物

な
賃

貸

す

ゐ
場

合

に
於

て
貸

主

の
敗
得

ず

べ
き
金

額

の
前

年

甲
の
李

均
傾

国
依

う

も
の
で

あ

る
。

コ
　
コ
　

む

　

む

つ

う

む

　

　
　

に

費

上

蓋
、
敢

入

金

、
調
質

金

、
報

賦
金

に

、
前

年

の
絡

短

に
佼

ろ

一
但

し

前
年

甲

に
開

業

し

た

る
も

の

に
あ

っ
て

ぱ
豫
算

に
依

る
。

し

む

　

む

　

　
む

　

ω

資

本

金

の
計

毎

方
法

は

、
総

て
前

年

中
巻

月

末

・ト
於

げ

る
資

本
金

額

の
月

割

耶
・均
額

・ト
佼

み
こ

己
に
な

っ
て
み

る
。

ひ

じ

ロ

ワ

む

い

ロ

ロ

じ

む

け

む

じ

資

本

金

ド
計
算

ゼ
ら

ゐ
べ
春

駒
圏

に
至

っ
て

ば
之

熊
石
ず

ろ
入
の
如

何

に
依

っ
て
異

る
の

で
あ

み
。

ラ

　
し

ロ

ロ

　
レ
し

ロ

お

財
合

名
會

肌
合

貢
曾

肥

に
あ

っ
て
11

、
出

資

金
顯

、
各

種

の
積

立

謂
額

、
其

他

名
義

り
何

た

る
為
閲

ぽ
ず

・
積

立

金

の
性

質

な
百

で

る
資
産

盆

額
繕

入
金
あ
を

葭

蓄

棊

額
舘

過
す
・
金
製

聾

し
。
の
椥
や
窟

廉

容

器

酵

あ

っ
養

・
逡

株
式
金
額
画

賛

翁
額

及
各

種
の
櫨
ユ
金
其
他
名
義
の
何

た
る
な
閲
は
す
積

瓦
盆

の
性

亘
准
有
す
る
資
産
金
額
な
穏
抽
す
ろ
。
侃

限
會
紘

に
於

げ
る
保
阪
責
任

ラ

へ
し

恭
備
企

及
保
阪
支
辨
準
催
金
ば
忠
心
除
く
。

い
個
人

に
あ
っ
て
は

、
他

よ
り
借
入
れ
た
る
こ
否

こ
か
問
は
ず

、
固
定
資
本
及
蓮
輔
資
本
か
総
括

す
る
、
但
し
銀
行
業

り
み

に
合

名
會

紅
、
合

資
、會

確
の
例

に
依

る
。

此
奪

定
…

菓

金
箏

・
誰

輩

・都

脚
解

響

鴇

㌍

あ
ぞ

ば
栞

金
鑼

課
駿

警

爲
碁

業
ミ

牽

総

標
瞳

、、
猫
撫
.
る
管
葉
裏
ば
管
渠
税
か
課
ぜ
ざ
る
管
渠
ミ
な
兼
博
す
ゐ
ご
き
ば
其
資
本
金
額
よ
り
兼

営
の
醤
業

に
封

ず
ろ
見
積
資
本
喰
額

心
控
除

す

ろ
、
叉
會
祉
の
繰
越
鍛
損
益
額

に
其

駄
損
事
買
の
確
買
な
ろ
こ
ご
秘
謹
明
し
た

る
も
の
に
限
り
資
本
金
額
よ
り
之
な
盤
除
す
ろ
。
の
働
κ
に
あ

っ
涯

、
繰
越
麟

義

建

除
芸

摸

・
馨

業
の
み
箭

外
・・し
豪

控
除
～

・
↓
寒

ε
侃
々
認

駅

・
錨

警

め
つ
て
に

く

其
頁
爪
金
額
が
前
年
の
そ
れ
に
謝
し
五
分
一以
上
欝
如
し
た
き

き
二
年
嬰

畜
加
類
為
課
祝
標
準
薬

り
控
除
す
奄

コ

　

　

　

　

以
上
ぼ
所
謂
資
本
金
蒸

枕
馨

与

ろ
あ

に
就
あ

・;
・な
る
が
、
運
塾

盆

鐘

簾

撃
手

ろ
あ

に
め
つ
て
ば
蚕

祉
満

人
に
詮

な
く
、
前
年
各
月
宋
に
於
σ
ろ
使
智
及
貸
牡
く
べ
音
金
額
叉

に
物
品
の
見
積
偵
絡
の
月
割

牛
均
な
以
て
計
算
す
ろ
・
そ
が
他
よ
り
借

入
れ
た

る
も
の

こ
否
ε
怨
問
ぱ
な

い
の
で
め
ゐ
。

　

　

謄
業
慌
の
柚
摩
は
、
.課
枕
職
位
に
謝
す

る
牧
盆

の
割
合
を
測
り
、
者
業
の
牧
盆

に
封
ず

る
割
合
を
同
じ
様

に
す

る
こ
ご
を
目
的

ぜ
し

て
定

め
た
ご

い
ふ
の
で
あ

る
が

、

時

論

螢
業
種
論

各
課
税
標
準
に
依

っ
て
そ
れ
ん
、

異

っ
て
み
る
。

第
十
五
巻
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四

號

一
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目
一
八
》

五
九
六

の

如

し

、

ラ

ゆ

ロ

む

コ

　

の

り
鄭

葎

劃
し
て
任

入
梅

金
蘭

帳

工
勢
綬
考
塒

し
て
に
天

に
付
金
五
拾
銭
の
定
額
馨

課
し
、
ρ
建
物
養

羅

矯

し
て
は
、

ぐ千
分
の
七
な

み
々
原
則

ピ
し
、
建

切
な
以
て
管
茱

り
主

な
ろ
要
件
`
ず
る
も
の
に
射
し
て
税
率
潜
高
め
、
倉
庫
業

F
千
分
八
十
、
席
貸
業
に
千
分

の

ヘ
ド　
　

む

ラ

百
†
五

、料
理
店
業

ド
千
分

の
百
二
十
、族

人
宿
業

に
千
分
の
七
十
五
ご
し

、
0
資
本
金

に
封
し
て
11
業
態
に
依

っ
て
牽
た
異

に
し
、
伝
製
造
業

、
印

ラ

別
業

、
出
版
業
、
窮
虞
業
ド
、
千
分
の
三
、
り
銀
行
業

、
保
険
業
.
無
墨
業
に
、
千
分
の
四

、
五
¢
運
送
業
、
運
河
業
、
機
構
業
、船
舶
碇
繋
腸
業
、

く

う

　
む
む

貨
物
陸
揚
業

に
千
分
の
五
、
の
金
銭
貸
付
業
-
物
品
貸
付
業

に
千
分
の
六

ピ
し
、
け
牧
入
金

に
鎖
し
て
L
亦
業
態

に
依

っ
て
次
の
如
く
率

な
異
に
し

く

ノ

ラ

う

て
み
る
。
即

ち
一
の
諸
員
業
者

の
諸
費
金

ド
ば
・
千
分
の
四
、
b
鐵

沮
業

の
攻
入
金

に
は
千
分
の
二
十
、
0
周
旋
業
、
代
理
業
、
仲
立
業
、
問
屋
業
、

く

く

信
託
業

の
報
償
金

に
ば
千
分
の
二
十
、
.

、卸
更

乙
萬
劣

主

甥

品
・
鍵

・
⊥

　

　

　

螢
業
挽
に
は
免
税
黙
が
設
け
て
あ
る

が

無

い

ご

見

π

の

で

あ

ら

う

。

う
む
　
っ

1
從
業
者

・ト
就
て
ば
、
製
造
業

、

く業

に
百
図
以
下
恥
卸
細
創

に
就

て
に
・
製
造
業
、金
銭
貸
付
業

-物
品
貸

付
業

に
千
圓
以
下
σ
取
入
金

に
就
て

ば
、
物
品
販
費
業

の
費
上
金
、
諸
員
業

の
請
負
金

に
二
千
圓
以
下
。
周
旋
業
、
代
理
業

-仲
立
業
、
問
屋
業

、信
託
業

に
二
百
圓
以
下

々
免
し
て
み
ろ
。
銀
行
業

.
保
険
業

、
無
鑑
業
、
運
河
業

績
橋
梁
・
鮪

蟹

揚
栄

貨
物
携

鍵

.
禽
暴

、
鐵
蘂

柱

舞

勢

設
け
馨

。
皆
籖

親

莫

な
り
.、暑

の
で
あ
ら
、つ
。

　

　

荷
管
業
の
性
質
上
冤
祝
す
る
も
の
が
あ
る
。

小器
羅
　佃両
懸
講
細繭
無
韻
晦
騨
贈
爵
糠
鶴
輔
評

勅
、
隣
寸

、
銅
鍋
鐡
の
販
賞

励
卸
費
小
賞
こ
も
乙
な
適
用
す

ろ
も
の
、
以
上

の
外

の
販
賞

。

其

管

業

規

摸

の

小

で

あ

っ

て

、

課

程

標

準

の

額

の

少

き

も

の

は

婚

税

力

其

免

税

黙

ば

課

税

標

準

の

種

類

に

依

っ

て

異

る

。

即

ち

う

む
　
　
り

印
刷
業
・
篤
眞

業
・
運
逡
業
ド
・
三
入
以
下
。
族

人
業

、宙
料
理
店
業

に
、
四
人
以
下
α
賃
貸
慣
格

に
就
て

に
席
貸
.

)
0
0
0

「



り

もラ

ラ

　

-
政
府

よ
り
強
行
す
ろ
印
紙
切
手
類
の
費
捌
。
2
自
己
の
採
掘
叉
は
採
取
し
た

ろ
鍵
物

の
販
壷
。
3
度
量
衡

の
製
作

、
修
覆
、
販
費
。
尾
出
版
業

に

(

(

(

〔

う

し
て
新
聞
紙

に
依

乃
も
の

㌔
細
き
そ
れ
で
あ

ろ
。
5
叉
相
互
保
隙
曾
池
、
産
業

組
合
蒐
漁
業
組
合

、
漁
業
組
合
聯
合
會
、
農
業
倉
庫
業

,
製
鐵
業
等

(

に
に
特

別
法

に
依

っ
て
瞥
業
挽
を
課

ぜ
な
い
。

　
　

　

　

　

瞥

葉

枕

の

微

牧

手

結

は

左

の

如

し

。

毎
年

一
月
末

是

に
納
税
義
務
者
の
申
肯
に
初
ま

--
、
共

用
告

に
基

て
税
務
署
之
炬
調
査
し
、
必
要
あ
ら
ば
攻
税
官
吏

ば
管
渠

に
閲
す

る
帳
簿
物
件

々
検
査
し
、
叉
11
.瞥
業
者

に
質
問
し
以
て
其
真
相

か
確
め
.
其
調
査

の
結

果
穏
民
選

の
調
査
.委
員
會

に
附
議
し
・
其
決
議

に
基

い
て
・
税
務
署
長

に

之
々
決
定
し
、
二

定

の
場
合

に
に
暇
殖

矩
以
て
決

定
す
る
こ
己
が
あ

ろ
)
、納
税
義
務
者

に
通
知
し
納
税
ぜ
し
む
る
の
で
あ

ろ
。

魅

第
=
、
現
行
.瞥
業
税
制
度
の
鉄
鮎

現
行

讐
業
税
は
前

に
述

べ
た

る
通
り

、
外
形
標

準

に
依

っ
て
課
税
す

る
こ
ε

玉
爲

る
の
で
あ

る
が
、
そ
れ

よ
b

種

々

の
訣

黙
が
出

で
來

る
。

「

脚
難
榔
榔
炉
駿
禦
準
炉
儂
ボ
σ
紺
罪

搾
椰
が
に
懸
ゼ
岬
が
挺
ビ
禦
ボ
ぴ
智
が
臨

外

形
標

準
は

、
實

牧
盆
を
推

測
す

べ
き
表

現
的
嘉
賞

を
取

っ
た
も

の
で
は

あ
る
け
れ
こ
も
、
實
際

に
於

て
は
、

賢
牧

盆

ε
遠
ぎ

か
っ
た
も

の
を

捕

へ
る
こ
ε

、
な

っ
て
張

る
の
で
あ

る
。

一
膿
、
外

形
標
準
主

義
は
技

術
の
攣

せ

な

い
且

つ
経
済
状
態

の
静

止
的

で

あ
る
肚
會

に
於

て
適

用

せ
ら

る

べ
き
も

の
で
あ

る
。
今

や
交

通
機
關

の
獲

達

に

俘

っ
て
商

工
業
は
世
界
的
市
場

の
状

況
如

何
に
依

っ
て
常

に
動

揺
す

る
や
う

に
な

っ
た
。

同
量

の
外
形
標
準

を
持

.

時

験

螢
業
税
論

、
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コ

ロ

カ

や

じ

セ

も

り

リ

セ

し

し

り

し

じ

っ
て

み
て
も

、
轡

業
利
益
は
攣

ぜ
ざ
る
を
得
な

い
の
で

あ

る
。

此

の
如

く
常

に
愛

じ

つ
＼
あ
る
軽

業
利
益
を
測

る

㌣

を
剃
e
尉
じ
楡
に
愛
逆
罰
ひ
卵
形
概
準
を
卿
か
中
ゲ
⑳
耐
か
を
ガ
ゲ

動
殿
卿
柵
を
徳
観

昏

酔
曲
㌍
鄭
。

コ

ロ

ヨ

サ

し

し

ロ

し

っ

し

コ

も

ロ

ロ

で

ロ

し

ロ

し

キ

ヵ

コ

加
之
外
形
標
準
は
如
何

に
多
く
の
も
の
を
列
ね
て
も
、
梼
業
利
益
の
多
寡

に
影
響
す
る
総
て
の
原
因
を
捕

へ
る
こ

ロ

ロ

ロ

ロ

ね

ε
が
出
来
ぬ
。
是

れ
亦
、
外
形
標
準
が
實
牧
盆
ご
相
遠
ざ
か
る
所
以
で
あ
る
。

今
之
を
四
種
の
課
税
標
準
に
就
て
見

ん
に
、

b
御
難
葬

卿
は
・

颪

縛
業
利
益
を
推
測
す

る

一
資
料
ε
す
る
・差

が
出
來
る
。
節
略
從
業
者
の
多
き
は
、

く
　

コ
む
　
し
う
サ

少

き
よ
り
も
替
業

の
規
模

が
大

で
あ

り
、
其

利
益

も
亦

從

て
大

で
あ

を
ε
云

ひ
得
ら

れ

る
。
所

で
從

業
者

こ
い

つ

り

ら

ロ

リ

ロ

し

　

ロ

コ

ロ

を

カ

も

カ

し

し

℃
ポ
、
隣
業
利
益

に
謝
す
る
貢
獄

は
必
ず
し
も

一
様
で
な

い
。
第

一
に
、
其

従
事
す

べ
き
勢
務
の
性
質
種
類

よ
b

ら

ロ

ロ

し

ロ

リ

ロ

も

ロ

ロ

ロ

や

し

カ

リ

ヵ

も

ネ

ら

見
れ
ば
・
普
通
從
業
者
ε
職
工
勢
役
者
の
澗

に
異

っ
て
来
る
。
我
法
は
唯
普
通
従
業
者
ε
職
工
勢
役
者
ε
を
分
け

　

め

し

ほ

　

ゐ

ロ

ロ

セ

コ

て
・
之
に
異

っ
た
枇
牽
を
適
用

し
て
み
る
。
第
二
に
、
従
業
者
の
年
齢
よ
b
見
れ
ば
、
成
年
從
襲

奮

幼
年
従
業

首
灘

冊
に
雰

℃
馨

。
我
法
は
+
五
畿
未
満
の
從
業
者
に
就
て
は
悉
芝

を
免
す
乃
二
ε
こ

て
み
る
。
+

五
歳
未
満
ざ

い
へ
ば
.
所
謂
丁
稚
小
僧
、
幼
年
職
工
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
特
業
に
謝
し
成
年
従
業
者
柞
貢
献
す
る

こ
ご
の
出
張
阻
は
、
今
更
論
ず
る
迄
も
無

い
。
併

し
そ
れ
が
何
等
貢
獄
す
る
所
な
し
ε
す

る
の
は
、
當
を
得
な
い
。

明
治
四
十
三
年
以
来
は
、
是
等
の
幼
年
従
業
者
に
普
通

税
率

の
半
分
を
課
し
て
み
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
大
正

三
年
以
来
、
改

め
て
全
く
冤
税
す

る
こ
ε
』
し
た
の
で
あ
る
。
此
改
正
は
肚
會
敏
策
の
見
地
よ
り
行
は
れ
た
の
で

`



あ
う

フ
が
。
併
し
問
題
は
幼
年
從
響

そ
の
も
の
に
課
孕

る
・
い
ふ
の
で
な

く
、
従
業
者
が
瞥
業
に
貢
挙

る

程
度
を
見
、
そ
れ
に
依

っ
て
婁

毒

利
夢

推

測
せ
ん
蓬

す
る
に
饗

な
い
か
ら
・
實
縫

會
漿

の
問
巡

で
無

い
。
從

て
此

収
正
は
、
却

て
當

を
得

な

酔
も

の

ε
云
は

ね
轄
な
ら

ぬ
。

要
之
、
従
業
貢

.敷
が
攣

せ
な

い
の
に
、
肇

纂

に
大
な
る
差
を
生
す

る
・こ
昌

稀
で
無

い
・
暴
れ
偶

壷

動
的

瞥
業

利
益
を
測

る
に
不
攣

的
外
形
標
準

を
以

て
す

る
・し
い
ふ
批
難

の
起

る
所
以

で
あ

る
。

う
む
む
む
む

嗜

貸
償
格
も

感

は
築

利
益
を
推
定
す

ゑ

標
準

早

る
こ
嘉

概
來
や
)
、
殊

に
土
地
家
餐

を
特
業

利
益

の
主
要
な
る
條
件
こ
す
る
も
の
に
於
て
さ
う
で
あ
る
。
所
が
多
あ

特
業
に
於
て
は
雪

行
盗

こ
ご
が
起

っ
て
来
る
。

需

賃
貸
篇

錘

物
の
構
造
、
規
摸
.
位
尊

振

っ
て
皆

る
も
の
で
あ
る
が
、
特
業
利
益
は

必
ず
し
芝

・
比
例
す
・
直

庭

・
之
を
聾

習

規
模

に
就
で
罫

ぴ
蕨

人
な
る
建
物

に
て
纂

す
る
者

が
必
ず
し
も
人
な
る
利
益
を
得

る
こ
い
へ
戯
。
例

へ
ば
卸
質
商
や
問
屋
業
の
如
き
、
人
な
る
継
物
で
特
業
せ
な

く

.題

相
當
に
利
益
を
謬

・
の
で
あ
・
。
從

っ
て
そ
れ
が
大
な
る
建
物
で
纂

し
て
み
る
小
費
商
の
馨

老

少

へ

　

　

ち

の

り

も

ら

や

う

い
ご
限
ら

諏

.
叉

之
を
共
建
物

の
位

置
に
就

い
て

い
ふ
も

.
熱
闘

の
地

で
瞥

業
す

る
も

の
必
ず

し
も
利

益

六
で
め

る
窪

い
へ
漁
.
近

那
工
業
は
却

て
場
末

に
於
け
る
土
地

賃
、貸
償
幣

の
低

き
所
を
選

ん
で
起

さ
れ

る
趨

勢

が
あ

る
、

そ
れ
で
あ
る

か
ら

こ

い
っ
て
工
業
の
利
益

が
少

い
ご
断

ず

べ
き
で
な

い
、
否
却

て
そ
れ
が
固

定
資
本

を
少

く

し
、

純
益

を
多

く
す

る
所
以

だ
も
な

っ
て

み
る
の
で
あ

る
。

時

論

響
業
推
論

,
第
十
五
讐

(第
四
號
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特

設

画
業
税
論

策
+
五
巻

(帰
因
號

=
=
こ

六
〇
〇

要
之
・
土
地
や
建
物
の
賃
箒

催

長
い
間
に
は
次
第

に
騰

っ
て
来
る
が
、
雫

・
輩

丁

年
に
は
左
程
墾
化

あ
る
も

の
で
は

な

い
、
所
が
管
業

利
益

は
、
其
半

ケ
年

や

一
ケ
年

の
問

に
大

に
塾
す

る
こ
で
が

あ
る
。
.暴
れ
憂
動

的
集

利
益
を
測
る
に
垂

釣
外
形
標
準
を
以
て
す
を

い
ふ
批
讐

起
る
所
以
で
あ
る
。
.而
し
て
此
批
難
峡

従
業
者

の
敏

に
織
す

る
よ
り
も
更

に
甚

し

い
の
で
あ

る
。

謬

容

疑
嘆

外
形
標
饗

し
て
前
の
二
者
よ
b
も
馨

優
っ
て
み
る
、
蓋
し
資
本
の
多
き
も
の
は
少
き
も

く
の
よ
り
も
人
な
る
集

を
寫
し
・
從
ぞ

大
な
・
利
益
を
得
…

が
暴

・
。
集

録

形
標
讐

は
い
ふ
も

の
養

は
婁

の
基
讐

作
る
も
の
で
あ
る
、
夫
の
從
磐

の
懲

、賃
潜

格
の
如
き
、
寧
ろ
集

の
多
寡
を
表

徴
し
て
み
る
外
形
標
準
覧

て
も
可
い
位
で
あ
る
。
是
が
瞥

資
本
金
額
を
以
て
課
税
標
準
ε
す

る
は
意
義
の
あ

る
こ
毛

あ

を

謂

へ
る
・
併
し
乍
ら
粟

利
益
は
常
量

水

の
多
寡

に
比
例
す
る
も
の
ε
な
す
.、
・
が
出
奮

。

}

同

じ
資
本
を
擁

し
乍

ら
轡
業
利

益
の
多

き
こ
ε
も
あ
り
、
叉
少

き

こ
ε
も
あ

る
か
ら

で
あ

る
。

勤
黙

審

は
・
肇

穐
の
課
税
馨

已

て
更
に
一
歩
を
讐

・
も
の
で
あ
・
、
牧
盗

`
は
鰹

入
金
を

く

指
す
・
純
牧
入
金
要

れ
ば
・
正
し
く
純
牧
響

な
・
の
千
あ

・
。
総
牧
入
金
隔

　

純
収
奪

は
無

い
が
、

純
牧
盆
を
測

る
に
儘

竺

の
標
準
青

る
も
.の
で
み
る
。
殊
に
詩
嚢

の
請
負
金
や
、
周
旋
業
、
代
理
業
、
仲

立
業
・
問
屋
業
・
信
嚢

の
楼

金
の
如
き
・
・
グ
で
あ
・
。
所
が
惣

殿

賀
業
の
室

金
高
量

っ
て
は
同
様

に
律
す
る
こ
ε
が
暴

ぬ
・
そ
の
理
由
は
外
で
も
無

い
、
賞
上
金
憂

い
ふ
も
他
方
に
仕
入
金
高
が
あ
る
。
如
何

`



に
費
上
金
高

が
多

い
ざ

い
っ
て
も
、
仕

入
金

高

よ
り
も
少

き

に
於

て
は

、
却

っ
て
損
失

ε
な

っ
て
來

る
か
ら

で
あ

る
。

不
景
気

の
阪
を

下
り

つ
、
み
る
時
期

に
於

て
は

此

の
如

き
現
象
が
多
く
表

は
れ

て
来

る
。
然

る

に
我
瞥
業
挽

タ

法
に
於
て
は
、
仕
入
金
一口同
を
見
す
、
費
上
金
高
を
見
て
、
そ
れ
を
標
準

ざ
し
て
課
す

る
の
で
あ
る
。
此
の
如

き
場

合
に
於
て
瞥
業
桃
は
最
も
推
挽
力
に
慮
ぜ
な

い
、
從

っ
て
最
も
捕
え
難
き
税
こ
な
る
の
で
あ
る
。
瞥
業
税
が
悪
税

で
あ
る
ε
い
は
れ
る
所
以
の

一
で
あ
る
。

之
を
要
す

る
に
、
外
形
標
準
は
、
鱗
業
の
實
牧
鋸
ε
相
悉
せ
な

い
こ
ε
が
多

い
。
元
來
管
業
税
に
あ

っ
て
は
、

笹
葉
の
實
牧
盆
を
以
て
税
源
ご
し
て
み
る
、
即
ち
其
精
薬
の
實
牧
盆
が
捨
税
力
を
表
ば
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
然

ら
ば
外
形
標
準

に
依

つ
で
課
税
す
る
は
、
鱗
葉
穐
を
し
て
榊
撹
力
に
俸

は
ざ
る
も
の
孟
か
す
の
で
あ
る
。

二
、
卵
形
榔
準
研
鐸
ボ
炉
徳
㌍
、
留
蟹
難
薪

硬
牌

"
欝
で

貧
探
㌍
㌍
脚
磐
ボ
㌍
ゲ
姻
卿
㌍
研
響
が
ボ
。

此
負
推
の
不
公
中
は
種

々
の
方
面

に
現
は
れ
る
が
、
私
は
之
を
次
の
三

に
分
け
て
論
じ
た

い
。

Cり
瞥
蜘
炉
極
か
㍗
概
僻
じ
℃
暦
ひ
P
掛
鋭
か
、
一
価
脚
蜘
に
鰐
U

鯉
⑳
鉾
欝
に
融
柑
レ
で
か
ひ
か
か
・
其
間

へ

も

も

も

ち

マ

ぢ

も

レ

も

コ

に

不

公

卒

を

生

じ

て

居

る

。

幽

へ
ば
金
鍍
貸
付
業
、
物
詞叩
貸
付
業

ド
劃
し
て
は
、
蓮

輯
資

卒
金
額
、
建

物
賃
貸
慣
格
、
從
業
者
の
鍛

な
標
準
ξ
し
て
課
し
で
る
ゐ
が
馬
不
動
産

費
付
業

警

薯

に
射
し
て
に
何
等
穿

る
所
が
無

い
。
所
葬

日

長

て
は
、
蚕

の
貸
付
、
土
地
の
貸
付
警

業

弄

う
も
の
が
出
℃
来
た

・

大
都
の
眞
中

に
於
て
、
文
典
場
末
に
於

て
、
そ
の
徳
業

拓

當

に
榮

へ
て
居

る
。
甚
し
寺
に
、
土
地
の
貸
隻

家
屋

の
貸
付
為
な
す
同

罪

以
て
土

地
會
甦

が
起

さ
れ
ゐ
量

っ
た
、
之

に
射
し
て
課
讐

な
い
の
一・
、
他

の
螢
業

に
比

し
て
員
憎

の
均
衡

か
得

る
も

の
窺
い
ふ
ご

差

出

労

・

時

論

魯
業
励
瞳

窮
十
五
巻
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四
號
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■
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時

論

管
渠
税
識
.

第
+
玉
容
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四
號

≡

尊

大
〇
二

笥
貯
ひ
い
轡
黎
柳
伊
謝
を
射
剃
℃
厭
か
鯉
勲
⑳
聞
に
脚
で
ゼ

謝
柁
襟
準
醐
鞍
擦
を
契
に
申
ポ
鱈
鯉
ポ
ピ
、
其

、
《

、

、
、

剛
も
、
弓
"

『
}
、
、
、

、
、
、

、
.

間

L
負
推

の
椹
衡
を
得
な

い
こ

ご
に
な

っ
て
み
る
り

課

税
標

準

の
中

で
比
較
的

頁
牧
益

し
近

い
黙

を
捕

へ
得

る
も

の
は

、
資
本

金

ご
牧
入
金

で
あ

る
が
.
資
本

金
は

比
較
的
大
資

不
を
要

件

ご
す

る
商

工
業

に
謝

し
相
悠

は
し
き
課

挽
標
準

`
な
う

、
敗

入
金
は
資
本

よ
り
も
よ

晦
多

く
他

の
條

件

に
支

配

せ
ら

る

べ
き
縣
業

に
謝

し
、
相

慮

議
し
き
課

税
標

準

ご
な

る
の
で
あ
る
。

旧
都
ババ
鯉
㌍
㌍
肥
棚
晒
ピ
㌍
㌍
欝
欝
即
・
銀
行
業
・
保
賎
業
・
無
蓋
業
・
製
造
業
-
印
刷
業
、
出
版
業
、
爲
侃
、業
、
金
銭
貸
付
業
、
物
品
貸
付

く
業
遺

糞

・
運
河
業
績

纂

、
船
難

幾

業
、
貨
物
陸
鏡

等
差

つ
詣

る
が
、
慰
書

業
の
多
ぐ
.、同
讐

餌
業
の
奏

條
件
・
し
て

ロ

も

ヨ

ト

ロ

ど

も

ロ

も

ロ

ロ

噛

し

　

し

へ

も

ロ

セ

ヒ

ら

資

本
為
重
要
脱
す
べ
告
愈
聖
業

.
鍛
泄
粟

に
劃
し
て
は
買

春
奄
課
群
標
準

こ
し
て
鵜
な
い
。
足
れ
は
燧
に
櫛
衡

ん
得
て
み
な

い
。
鐵
蝋
業

に
就
て
は

、

某

創
め
機
業
ん
課

ぜ
ん
ご
し
た

る
峰
「に
於

て
賀
本

丁
額

ん
.辣
貌
標
準

こ
す

ろ
こ
ざ
に
謝
し
て
強

ゼ
反
劃
運
動
が
あ

っ
た
爲
め
に
、
期

ふ
な
っ
て
ゐ
み

の
で
あ

る
。
鐵
遜
に
敷
敢
掘
に
依

っ
て
敗
鉦
に
多
大
の
差
異
が
あ
る
か
ら
資

浴
の
多
寡

な
標
悪
ご
幸
う
に
翫
し

か
ら
ず
、収
入
金
高
奄
標
雑
ぜ㌧
マ

る
に

如

か
す

ピ
い
ふ
な
ら
1/
・
戴

に
資

本
金
な
標
準
・」
す
み
講
婚
業
の
申

に
於

て
も
亦
爾
か
云
ひ
得

る
も
の
が
少
く
な

い
。
兎

に
角

能
く
似
て
み

ろ
瞥
業

に
異

っ
た
課
税
標
嘆
触
配
す
う
が
爲

め
に
不
橿
衡

こ
む
つ
て
み
る
三

赴

雪

辱

ミ

が
山

鴬

。

."
喫
押
針
紹
靴
御
掛
騨
ゆ
馳

晒
御
勤
剛

鑑
航
業
・
物
品
賦

質
菜
、
蒲

質
業

周
旋
業

、
代
理
業
、
仙
立
業

.
聞
屋
業

、
信
託
業
等

・、
な

っ
て
ゐ

く
み
が
、
鐵
渠

ご
盟

眼
華

差

除
臣

・
葉

　

も
勢

箒

・
聳

て
難

の
多
少
蓬

・重

や
う
・
鍵

で
あ
る
。
然
う
に
資
査

外
.

の
箒

ト
依
ぞ

蓋

の
撃

藻

藩

零

し
・
・
髭

外
琳

婁

痴

畢

資

纂

禦

磐

。
取
入
寄
額
・、
・
ふ
雑

筆

缶

等

の
纂

笈

密

な
い
の
に
擁

難

得
奄

の
で・讐

、
是
等
の
集

義

鼻

に
嘩

考
へ
重

て
も
、
藁

奮

搬
・、蕩

暴

籍

の
み

で
は
、
螢
栄
利
釜
か
推
測
す
ろ
匹
十
分
で
あ

る
芝
云
ふ
.
、
`
が
出
徽
抑
。

之
藁

す
る
に
・
糎

の
嚢

に
配
す
・
課
職

準
が
異
っ
て
ゐ
・
が
爲
め
に
、
相
互
の
闘
に
負
携

不
傘

咀



を
生

じ
て

み
る
ε
謂

は

れ
ば
な
ら

露
。

しゑ

ロ

む

コ

ワ

　

り

　

む

　

む

む

む

ほ

む

ひ

の

　

り

3

同

　
の

課

税

標

準

を

課

す

る

も

の

、
問

に

あ

っ

て

も

、

共

謀

栓

標

準

の

計

算

力

注

を

異

に

す

る

が

欝

め

に

、

o

艇

。

。

。

。

o

」

o

o

。

圃
。

o

。

。

。

相

互

の

悶

に

負

辮

の

.不

公

牛

を

生

じ

て

み

る

も

の

も

亦

少

く

な

い
。

う

む

つ

む

む

む

む

む

ロ

む

サ

し

や

や

セ

ち

で

も

ヨ

ら

も

ヘ

サ

リ

ロ

セ

リ

も

む

な

ル

も

ロ

コ

も

ら

a
建

物

賃

貸

借

絡

の
計

勢

に

就

て

は

、

億

店

ε

店

舗

ご

を

接

線

せ

し

め
-て

る

る

も

の

ξ

、

住

居

ε

店

舗

己

を

全

、

冒
.

、

¶

'

D

、

旨

恥

、

』

↑

、

込

『

馳

塾

。

唖

h

`

向

、

魁

然

別

っ
て

み
る
も

の
ε
の
隅

に
、
鋲
」捲

の
.不
権

衡
を

生
じ

て
み
る
G
前

に
も
述

ぶ
る
通
り
賃
貸
.償
椿
ば

同

一
地
肝

内

に
在

る
か
穐
　久
は
匠
域
外

に
在

る
も
敷
地

の
接
続

す
る

か
若
は
使
用
上

接
縛
す

る
ご
認

め
ら
る

、
土
地
家
屋
其

他

の
築

造
物

に
し
て
直
接

叉
は
間

接

に
精
薬

に
使
用

せ
ら

る

、
も

の
に
就

て
計
算
す

る
の
で
あ
る
。
故

に
住
居

E

店
舗

ε
を
接
積

せ
し

め
て

み
る
者

は
、
倖
居

の
部
分

も
皆

螺
賢
士
課

税
物
件

ε
な
る
。
然

る
に
住
居
を

雑
業

所

ε
.

全
然
離

し
て
.み
る
も

の
は

、
之
を
以

て
圃
接

に
麟

業

掲

に
供
す

る
も
の

こ
看
做

さ
れ

滋
か
ら
之
を
課
税
物
件

こ

せ

な

い
の
で
あ

る
。
兎

に
角

、
そ

こ
に
.不
擢
衡

を
生
じ

て
來

る
の
で
あ

る
。

う
む

ほ
む
む
む
ロ

ゆ
サ

h
資

本
金

の
計

算
方

法

に
就

て
は
非
常

に
不
樺
衡

を
生

じ
て

み
る
。

(
り
紫

禦

郭

翻

潭

揺

舞

舞

続

て
に
・
蕃

人
金
義

す
人
犠

っ
て
異
を

匝

な
そ

み
ゐ
・
竪

馨

忽

饗

宴

、
呵

噛
・

噛
脳
、

.

じ

會

魁

の
借

入

盆
に

、
之

な
買
本

金

の
中

に
算
入

せ
な

い
。

合

名
會

殖

.
合

資
會

瞠
の
借

入

金

は
、

そ
が

出

賞
金

に
超

過

で

ろ
限
り

之

な
筑
.入

し
。
個

モ

の

も

ロ

し

し

人
の
岱
入
金
は
、
そ
が
固
定
費

不
藻
軸
資

不
な
掬
す
限
り
悉
く
算
入
し
て
み
ろ
。
但
し
個

人
が
銀
行
醤
業
為
な
す
場

合
.ト
に
台
病
會

肛
倉
資

稗
肚
の

計
算
方
法

に
依

る
の
で
あ
ろ
。

一
盛

、
警
業
枇

り
熟
視
標
準
た

ろ
資
木
金
に
之

11依

っ
て
蕾
業
利
益
な
推
測

ぜ
ん
ξ
マ

ろ
も
の
で
あ

る
。
然

れ
ば
借

噛

入
金
で
あ

っ
て
も
そ
れ
だ
連
用
し
、
叉
に
そ
れ

を
固
定
資
本

に
鍵
じ
轄
業
利
金

み
得

6
手
段
に
供
し
て
み
ろ
以
上

拭
、
之
れ
た
他

の
資
本

ξ
珂
鎌

に

時

論

踏
紮
脱
輪

第

十
五
纒

(第
四
號

】
二
五
)

六
〇
三

.

函



.

「

i

時

麹

管
渠
税
調

第
十
五
巻

(第
四
號

[
二
六
)

六
Q
四

見
な
げ
れ
ば
な
ら

担
。
そ
う
し
て
見

れ
ば
、
個
人
瞥
業

に
於
て
借
入
金
炬
加
算
す
る
の
11
不
當
で
な

い
。
此
論
理
に
法
人

に
於
て
も
異
る
課

ば
無

ゼ
.

然

う
に
合
名
會
鮭
合
資
會
耽
ド
あ

っ
て
些

其
出
墓

に
縄
過
す

る
部
分
々
限

っ
て
、
資
本
金
に
加
算

し
、株
式
會
肚
株
式
脅
資
會
鮭

に
わ
っ
て
に
、

全
然
加

算

ぜ
な

い

ξ

い
ふ

の
で
あ

ろ
。

下

棚
衛
も

甚

し

い
こ
謂

に
ね

ば
な

ら

ね
。

コ

ら

も

も
も

も
し

も

し
ゆ

へ
し

・
金
銭
貸
転
業

亜
に
物
品
貸
付
業
に
あ

っ
て
に
蓮
韓
資
本
金
な
課
税
標
準
足
し
、
そ
が
借

入
金
で
あ

み
ピ
否

ぜ
々
固
は
変

更
其
警
業
主
が
個
人

(

も

り

し

で
あ

ろ
ζ
法

人
で
あ
み
ξ
春
風
別
ゼ
な

い
の
で
あ
ろ
。
所
が
、
銀
行
業

に

=
カ
に
金
銭
ん
貸
付
け

、
他

方
に
金

鍍
な
借

っ
て
ゐ
う
も

の
で
あ

っ
て
、

金
銭
貸
付
業

に
酷
似
し
て
ゐ
う
が
、
其

銀
行
の
預
金
に
明
白

に
経
済
上

の
意
義
に
於
一て
借
入
金
ミ
見

る
べ
告
で

め
り
、
銀

行
ぱ
そ
の
預
金
々
以
て
馨

業
資
金

ε
す

ろ
々
特
色

ピ
ず
う
に
拘
ら
ず

、
之
な
資
本
金
の
中

に
加
算
ぜ
な
い
の
で
あ
ろ
。
足
れ

不
植
衡

の
甚
し
き
も
の
で
あ

ろ
。

セ

セ

ち

カ

ら

し

コ

カ

し

む

ら

コ

ロ

ロ

ら

ら

ロ

リ

ラバ
會
肱

に
於
て
は
昏
種
の
準
備

金
ば
皆
資
本
金

の
中
に
加
聡
し
て
る
る
、
所
が
保
険
會
祉

に
於
て
に
、其
保
隙
責
任
準
備
金
、
保
隙
支
佛
準
備
金

ば

(

資
本
金

の
中
に
加

算
ぜ
な

い
こ
こ

㌧
な
っ
て
み
る
。
且
や
立
法
の
理
由
11
、
保
隙
禽
龍
の
準
備
金
々
保
護
し
、
そ
の
晒
さ
れ
て
み
ろ
危
阪

に
備

へ
し
め

ん

こ
す

る
ド
存
ず

ろ
の
で
め
ら
弓
が
、
實

除
に
於
て
ば
保
隙
會
殖
は
比
率
借
金
な
有
利
に
放
資
し
て
み
ろ
、
保
隙
會
甦
の
利
益
は
此
放
資
に
員
ふ
所

多
し
ご

い
に
れ
ば
な
ら

沁
何
で
め
る
。
此

の
如
く
保
隙

曾
肚
の
初
盆

か
得

る
に
貢
献

す
る
こ
ご
少
か
ら

ざ
る
準
備
盆
た
課
税
標
準
の
外

に
置

ゼ
て
は

櫓

税
力

に
懸
ず

る
課
酷

な
な
ず
こ
ε
が
出

來
な

い
。
颪
ド
「之
在
地
の
會
汕

に
し
て
準
備
金

彪
資
本
金

に
加
算
す
う
も
の
ヒ
比
較
し
て
見
れ
ば
不
公
準

極
ま
れ
り

ε
断
ぜ
ざ
ろ
海
得
な
い
。

ロ

リ

ロ

し

う

ラ

も
二
繰

越
損

金

ば
事
實

に
於

て
資

本
金

が

そ
れ

だ

げ
減

じ

た

寸」
同
じ

結

果

に
蹄

マ

う
も

の
で

め

る
。

そ

=
で

會

紘

に
あ

っ
て

に

、
飲

棋
事

{貰
の
確
…貿

(

「

蹴

る
こ

こ
々
艶

明

す

る
も

の

に
限
り
資

本

金
額

よ

り
擁

除

す

ろ
・
、
ご
＼
な

っ
て

ゐ

ゐ
、
然

う

に
個

人

に

め

つ
て

11

、
銀

行
業

た
螢

む

も

の

、
外

之

を

控

除

ぜ
な

、い
o

足
れ

亦

不
椛

衡

の
甚

し
き

も
の
で

め

ろ
o

司
鋤
泡
蜘
に
あ
っ
て
に
・
其
脚
畑
幽
租
押
脚
争
砂
U
か
ρ
卦
e
"
田
愈

脚
卦
貯
"
じ
だ
到

」獣

コ
申
戦

跡
硬
細
耐
辮
秘
槽
鵡
恥
ρ
嘆
蜘
陶

n
冥

、
、

、
b
、

b

b
軸

、
こ

は
製

造
業

な
奨

倒

す
ろ

の
意

で
あ

ら
う

が

、
他

の
醤

業

に

之

ご
同
様

に
腱
働

ず

る
必
要

な
音

か
、

脚

か
不
椛

衡

の
嫁

す

る
、
、
ピ

㌧
な

っ
て
ゐ

ゐ
o

な

い
で

11

無

い
・
加

之

會

紅

F
あ

っ
て
は

、
積
立

金

繰
越

金

等
転

資
本

金

こ
t

て
計

算

ぜ

ら
れ

ろ
の
で

あ

ろ
か
ら

、
前

年

の
資

本
金

り
二
割

以
上

程

債

主
金

、
繰
越

金

々
な

ψ

ば
、

増
資

ε
な

り

、
そ

れ
丈

け

は

二
年

間
免

税

の
恩
典

雇
得

る

;

ε
」
な

ろ
。

足
れ

亦

不
公

準

巳

ゼ
は

ね
ば

な
ら

ρ
。

●



ヒ

　

ロ

む

む

ロ

　

む

サ

サ

む

む

む

む

り

　

じ

む

一昌
、
外
形
標
準
が
實
吸
盆
に
遠
ざ
か
っ
て
み
る
に
拘
ら
す
、
之
に
課
す

べ
き
税
率
は
相
當
に
重

い
、
加
之
、
梅
業
牧

ロ

リ

む

し

む

む

む

ロ

し

　

む

ヨ

む

　

り

つ

む

む

盆
は
絶
無
で
あ

っ
て
も
、
椀
率

に
加
減
が
無

い
。
足
れ
人

々
が
瞥
業
枕
を
以
て
非
常

に
債
権
し
難

い
視

ご
す

る
所

以
の

一
で
あ
る
。
瞥
業
税
の
税
率
は
、
日
露
戦
争
當
塒
の
非
常
特
別
税
法
に
依

っ
て
十
五
割
も
引
き
よ
げ
ら
れ
た

の
で
あ
る
が
、
明
治
四
十
三
年
並
に
大
正
三
年
の
改
正
法
に
依

っ
て
多
少
減
琶
ら
れ
て
來
だ
け
れ
こ
も
、
樹
相
當

む

　

む

に
高

い
所

に

み
る
。
尤

も
冤

税
黙
も
設
け
ら
れ

て
多
少

之
を
緩

和
す

る
こ
`
に
な

っ
て

み
る
が

、
其
免

税
黙
な

る

も

の
も
今
日

の
状

態

か
ら

い

へ
ば
、

さ
し
て
取
り
立

て

》
い
ふ
程

の
も

の
で
も
無

い
。

思

ふ

に
税
率

に
就

て
最

も
苦

情

の
あ

る
は
、
物
品

販
賞

美

で
あ
ら
う
。

而
し

て
物
品
販
質
業

は
、
今

日

に
於

て

瞥
業

穐
故
人

の
牟
以
上
.を
占

め

て
み

る
、
物

品
販
質

業
の
苦
情

が
、
糖
葉

税

に
謝
す

る
苦
情

ε
な

っ
て
来

る
所
以

で
あ
る
。

何
が
故

に
物
品
販
費

業

に
苦

情
が
多

い
か
ε

い
ふ
に
、

一
方

に
仕
入
れ
他
方

に
費

っ
て
行

く
も

の
ε
し

て
、
其
費
上

金
高

に
封
ず

る
税
率

が
高

い
か
ら

で
め

る
、
殊

に
少
し

の
利

益
で
多

量

の
商
品
を
貰

っ
た
b
買

っ
π

り
す

る
入

に
取

っ
て
堪

へ
難

い
の
で
あ

る
。

、米

の
卸

費
は
、
.萬

分
の
八

、
棉

花
綿

飛
生
糸

の
卸

賞
は
萬

分

の
十

一

で
あ
る
。

こ
れ

で
は
取
引
藪
量

の
大
な

る
に
從
ひ
豆

類

の
税
を
佛

は
ね
ば
な
ら

諏
こ
ε

、
な
る
、
成
程

椀
法

は
卸

蟹

小
萱

の
別
を
設

け
、
そ
の
卸

萱
小
萱

の
中

に
て
も

甲

ご
乙

蓬
を

分
ち

、
異

っ
た
枇
牽
を
適
用
す

る
こ
し

て
み
る

が
、
そ

れ
で
も
省

當
事
者

を
し

て
重
き

に
堪

へ
難

い
威

を
抱

か
七
む
る
の
で
め

る
。

む

む

　

　

む

む

む

じ

む

む

む

の

む

む

む

つ

む

む

む

む

ロ

　

む

い

四
、
外

形
標

準
を
捕
捉
す
.る
に
.當

っ
て
、
種

々
の
困
難

が
生

じ

て
來

る
。
管
渠

税
は
、
申
告
税

ε
な

っ
て
み

る
け

:時

暗

鬱
業
稔
.論
.

、

第
十
五
巻

(第
四
眠

一
二
七
)

六
〇
五

、



1

時

艶

管
渠
脱
輪

.

第
+
五
旛

(第
四
號

一
二
入
)

六
Q
六

れ
ざ
も
、
営

業
者

感
必

ず

し
も
十

分

に
嗅

覚
を
申
告
す

る
ε
限
ら

ぬ
、
そ

こ
で
税
務

署
は
法
律

に
依

っ
て
與

へ
ら

れ

π
る
職
権

を
以

て
調
査

す
る
の
必

要
を
威

じ
、
或

は
帳
簿

物
件
を
検
査

し
、
或
は
瞥
業
者

に
質

問
す

る
こ
ε

y

な

る
が
、

共

用

に
當

る
も

の
が
多
く
下

級

の
禍

官

で

あ
b

、

官
権

を
笠

に
着
て
、

臨

む
傾

が
な

い
で
も

な

い
の

で
、

そ
こ
で
特
業

者

ほ
税
務
署

に
謝

し
、
非

常

の
恩
威

を
抱

く

こ
ご
に
な

っ
て
み

る
、
所

謂

官
民

の
紛
孚

は
即
ち

そ
れ
で
あ

る
。
是

㌍
瞥
業

税
を
以
て
悪
税

ε
せ
ら

れ

る
所

以

の

一
で
あ

る
。

第
三

鉢
[業
税
廃
止
論
の
批
評

前

段
述

べ
た
通

り
、
現

行
特
業
税

に
は
、

か
な

り

、
重

大
な

る
故

黙

が
あ
る
。

其
第
四
畝
黙

紀
る
徴

税
上

の
紛

議

の
如

き
は
、
官

凪
κ

に
諒

解
す

る
の
道
を
講

じ
.
税

法

を
改

の
ば
、
緩

和
の
出
張
な

い
こ
ε
で
も
な

い
、
叉
第

二
の
訣
黙

た

る
各
特

業

の
聞

に
質
権

の
不
公
平
を
盤

す

る
こ
ε
も
、
第
三

の
訣

黙

た
る
税
率

の
重

き
に
過

ぎ
て
み

る
こ
ざ

も
、
概
注

の
改

正

に
依

っ
て
、
其
弊

を
除

く

こ
ご
が
出
水

な

い
で
も
な

か
ら
う

ご
思

ふ
。
只
第

、一
の
談

黙

覚
る
措
税
力

に
慮

憧
ざ

る
課
税

ε
な

る

こ
ε
に
至

っ
て
は
、
之

を
根
絶

す

る

こ
ざ
は
甚

だ
困
難

で
あ
る
ざ
思

ふ
り

そ
こ
で
現
行

醤
葉
枕
を
購
止
す

る
ご
い
ふ
論

が
起

っ
て
來
ら
ざ

る
を
得

な

い
の
で
あ

る
。

所

で
廃
止

論

に
臓
、
前

に
も
迎

べ
だ
通
り
、
無
修

辞
的

廃
止

論
が
あ
り
、
條
件
付

廃
止
論

が
あ
る
。
順

を
逐

ふ

て
そ
れ
を
吟
味

し
て
見
や
う
。



一

無
條
件
的
全
罎
論

一
、
無
償
件
的
全
贋
論
は
、
所
謂
瞥
葉
枕
廃
止
運
動
者

の
目
標
ε
し
て
み
る
所
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
如
何
な
る

理
由
に
依
る
の
で
あ
る
か
、
只
管
業
挽
が
恐
悦
で
あ
る
か
ら

こ
い
ふ
概
括
的
.断
定
の
み
を
以
て
理
由
ご
す

る
の
で

,

は
、
何
人
を
も
首
肯
せ
し
む
る
こ
ご
が
出
家
ま
い
。
前
段

に
述

べ
た
響
業
悦
の
快
然
を
捕

へ
来
て
特
業
挽
を
全
駿

す

べ
し
ε
い
ふ
な
ら
ば
、

一
慮
の
理
由
ε
も
な
か
ら
う
が
、
そ
れ
で
も
無
條

件
に
全
慶
す

べ
し
ご
い
ふ
理
由

ご
な

い

し

る

の

り

ャ

ね

リ

ロ

へ

リ

マ

カ

セ

も

め

セ

セ

ち

セ

し

ネ

も

カ

た

セ

ロ

　

も

あ

　

も

へ

も

ら
漁
。
何
故
な
れ
ば
搬
業
椀
を
全
魔
し
て
而
も
其
代
り
の
も
の
を
立
て
な
け
れ
ば
、
牧
益
税
の
　
角
を
崩
し
て
所

骨
礎
e
晩
鐘
傍
か
野
立
い
で
か
ひ
融
制
を
狂
ち
壌
は
中
分
か
恥
べ
か

肝
禽
か
鞭
曾
ε
㊨
問
P
於
励
ひ
釦
按
分
禾

へ

ゆ

あ

も

セ

も

る

り

も

り

ら

へ

ち

ロ

り

た

も

も

ぬ

も

ら

り

も

ち

権
衡
を
来
た
し
、
大
に
税
制
を
棄
だ
す
こ
ご
』
な
る
か
ら
で
あ
る
。
是
が
故

に
轡
業
税
金
廣
論

は
直
接
税
全
膿
の

髄
系
よ
り
観
察
を
下
し
て
是
非
を
判
断
せ
ね
ば
な
ら
諏
.
世

の
所
謂
瞥
葉
枕
全
腱
運
動
考
は
、
直
接
税
臓
系
の
上

か
ら
無
條
性
的

に
管
渠
醗
を
全
廃
し
て
可
い
こ
い
ふ
理
論
を
打
ち
立
て
て
み
る
か
も
知
れ
Ω
が
私
は
寡
聞
に
し
て

未
だ
そ
れ
を
耳
に
し
て
み
な

い
。
若
し
其
理
論
が
無

い
ε
す
れ
ば
管
楽
税
廃
止
運
動
ぼ
終

に
十
分
に
権
威
を
立
て

る
こ
ご
が
出
来
な

い
か
ご
も
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

一一
、
近
頃
小
林
博
士
は
此
運
動
に
根
篠
を
與

へ
ら
れ
ん
ε
し
て
か
、
租
税
鵤
系
の
上
か
ら
、
鞍
業
視
の
全
壊
す

犀.
き
こ
ε
を
提
唱
せ
ら
れ
て
る
る
。
其
論
の
要
旨
は
左
の
如
く
で
る
る
。

達

書

會

の
牧
益
馨

し
て
存
繁
し
來
つ
た
り
で
み
る
が
、
既
に
時
代
叢

葎

毒

舌

所
得
税
嚢

に
聾

し
來
度

合
旦

般
所
得

時

論

管
業
種
論

第
十
五
巻

(第
四
號

=

一九
)

六
〇
七

二)小 林丑:三郎櫨土、醗制整理の第一歩 εLて 螢業麗 な全贋ぜ 以 中外商業新報八月

廿八 日以陶

.
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時

論

笹
葉
税
論
.

第
十
五
巻

(第
四
號

=
二
Q
)
.
六

〇
入

税
が
完
成
ぜ
ら
れ
た
る
以
上
、
螢
業
所
得
に
課
す
る
所
得
税

ε
し
て
統

[
包
含

ぜ
ら
ろ
べ
き
5。
の
で
、
最
早
別

に
収
益
税
た
ろ
管
業
税

の
存
続
す
.へ

き
理
由

に
滅
薯

ら
れ
て
居

・
・
英
米

佛
伊
が

一
般
所
得
馨

{蔑

し
て
、
鍵

税
震

し
た
ろ
の
事
例
に
最
も
雄
藩

に
之
聖

明
。
も

の
で
あ

る
。

瞥
業

税
金
腰
否
認
者
ば
我
国
租
税
離

系
維
持
上
農
業
視
た
る
地
租

の
存
在
す

る
以
上

、
商
工
業
の
収
益

に
課
す
ろ
螢
業
碗
の
み
侮
全
腰
す

ろ
は

不

可
な
り

Ψ」
い
ふ
が
、
此
理
捻

に
承
服

し
兼
ね

る
。
何
ミ
な
れ
ば
嚴
正
な
意
味

か
ら
し
て
、
地
租
は
必
ず
し

も
農
業
税
ブ
ε
に
云
ひ
得
な

い
か
ら
で
あ

ろ
。
地
租
は
農
業
者

の
利
用
マ
ゐ
土
地

の
み
の
貢
櫓
で
11
無
く
て
商
工
業
者

一
般
に
筍
く
も
土
地

の
所
有
者
た

る
以
上
に
比内
齎
し
も
之

々
員
撤
す
る

も
の
ぐ」
い
ば
れ
ば
な
ら
聖

依
っ
て
地
租
た
濁
り
農
業
者
の
み
書

捨
で
あ
を

マ
る
こ
巌

、
極
め
て
不
當
の
見
解
で
め
つ
て
、
塁

電

租
三

股
的
の
地
代
税
養

す
・
の
が
奮

で
め
ろ
・
或
晃

租
に
農
商
三

股
の
土
地
轟

で
あ
畦
、
農
商
工
三
業
の
有
す
る
固
定
資
杏

蜀
薯

不
動

産
馨

り
"蒙

が
警

で
あ
ろ
・
斯
く
の
如
舟

酔
藤

屋

器

ρ
掌

事

解

惑

聡

霧

捨
塗

聡

鼻

器

憲

窮

罫

擬

蠍

置

鴬

慰

篤

い
慰

溶

伊

檸

加
ぢ

。
兜

や
需

工
三
業
の
牧
夏

は
覆

愛

し
て
ば
、
既
・二

股
所
得
象

脅

、
農

セ

あ

ら

あ

や

お

ヘ

ヘ

へ

あ

へ

あ

も

も

も

も

も

お

も

あ

モ

わ

も

も

も

ヘ

カ

叢

得
異

醤

業
所
得

も
亦
課
馨

ら
れ
て
み
る
。
之
裁

言
ず
れ
ば
農
商
工
=、書

芸
に
齊
し
く
其
固
賽

六
た
・
土
地
に
射
し
て
に
地
租

ゼ
賛
獅
ぞ

射
融
ρ
献
℃
即
鯉
が
稔
撫
ボ
ゲ
癖
量
翻
耐
酔
搬
じ
・
肝
律
ρ
野
じ
で
い
謝
蹄
ぴ
e
肝
榑
稗
旭
興
醒
い
で
か
か
ビ
繋
斡

留
ρ
掛
グ
で
翻

か
が
い
・
い
か
P
9
常
費
惚
の
榊
衡
騰
ビ
ω
で
陣
か
か
㍗
か
か
。
然
う
に
伺
其
上
商
工
業
に
限
っ
て
特
ド
響
業
醗
為
課
ゼ
な
け
れ
ば
な
ら
澱
ぞ、
い
ふ

ご

"ほ

一
商

工
業
者

に
農
業

者

に
比

較

し
て

、
魁

重
な

貢
櫓

為
荷

ふ

げ、
居

る
も

の

・・
い
に
ね

ば

な
ら

ね
。

此
の
如
く
地
租

ミ
家
屋
税
ご
所
得
税
ご
で
農

工
商
三
業

ぐ」も
負
櫓

の
均
衡
が

ε
れ
て
る
み
の
で
あ
る
、
そ
れ

F
若
し
此
上
商
工
業

に
髄
業
溌
だ
賦

課
す
み
な
ら
ば
・
農
業
に
封
し
て
も
更
に
商
工
業
に
封
比
す

ろ
課
税
た
し
な
け
れ
ば
均
衡
だ
失
す

を

い
ふ
理
窟

に
な
ろ
の
で
あ

ろ
。

も

カ

ヘ

へ

も

セ

へ

も

セ

之
婁

薯

に
土
地
豪

屋
雀

警

農
商
壷

ハ些

般
の
轟

で
あ
9
、
、
棄

の
負
櫓
で
11
な
い
、
.、れ
吾
人
が
雑

に
辱

な
く
て
も
錐

,

税
な
全
慶
し
な
げ
れ
ば
な
ら
橡
こ
い
ふ
理
由
で
あ
ろ
。

嬉
士

の
説

は
我
學

界

に
於
て
槌

に

一
の
新
説

ε

い

ふ

べ
き
で
あ

る
。
私

は
不
幸

に
し
て
、
其
論

理

に
承
服
す

る
.

こ

冠
が
田
家

漁
。
A
⊥

々
其

理
由
を
述

べ
て
見

た

い
。

b
篁

寮

一蕪

は
二

股
慰

黎

膠

漆

④
罫

書

婁

慰

罫

い
で
堺

総

総

郵

、㎜

(



酵

も

ヘ

へ

る

へ

も

ヒ

ヘ

サ

ヤ

リ

で

マ

モ

カ

も

も

し

へ

る

ヤ

リ

ャ

も

う

う

的
裸
視
を

な
し
、
別

に
管
業
視

を
存
す
.べ
き

で
な

い
ε

い
ふ
に
存
す

る
。

ア
.」れ
は
、
直
接
税
艦

系
の
議
論

こ
な

っ

て
來

る
。
博
士

の
論
理

よ
り

い

へ
ば

、
瞥
業

所
得

に
射

し
て
は
所

得
視

に
て

一
度
税
す
れ
ば
可

い
、
二
度
枕

し
て

む

む

む

ロ

リ

　

　

む

　

む

　

め

　

む

む

は
な
ら
澱
尊
い
ふ
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
形
式
的
二
重
税
を
否
認
す

る
の
で
あ
る
。

a
私
の
信
ず

る
所
で
は
、
形
式
的

二
重
挽
は
直
接
税
盟
系
上

に
必
要
で
あ
る
。
其
理
由
は
外
で
も
無

い
、
第

↓

(
に
財
産
を
有
す
る
も
の
若
は
財
産
所
得
を
有
す

る
も
の
は
動
勢
所
得
を
有
す

る
も
の
よ
り
も
大
な
る
撚
視
力
を
有
.

の

し
て
み
る
か
ら
、
之
に
重
く
税
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
二
に
、
財
産
所
得
は
十
が
十
迄
申
告
せ
ら
れ
な

い
で
、多
く
脱
.

税
せ
ら
る
、
に
拘
ら
ず
動
勢
所
得
は
盧
傭
の
申
告
を
な
し
得
な
い
が
爲

め
に
、
殆

ん
ご
脱
税
が
無
い
。
此
等

の
理

由

に
依
り
所
得
税

の
み
で

]
度
祝
す

る
も
、
末
だ
捨
撹
力
に
相
慰
す

る
も
の
.臥
な
ら
諏
。
そ
こ
で
所
得
税
の
外
に

荷

　
度
課
す

べ
き
椀
を
立
て
ね
ば
な
ら

漁
、
是
が
所
謂
形
式
的
二
重
椀
で
あ
る
、
私
は
之
を
直
接
税
の
二
本
主
義

の

窪
い
ふ
.
博

士
が
此
形
式

的
二
重
税
を
否

認
せ
ら
れ

る

の
は
、
直

接
騰
系
論

の
上

よ
b

も
承

服
す

る
こ
蓬
が
出
家

.な

い
D

ラ
　

む
　

　
　
　
む
む

む

b
博
士

は
次

に
英
米
佛

伊
の
立
法
例

を

引

讃

し
て

鞍
業
桃

の

存
す

べ
か
ら

ざ

る
こ
ご
を

力
説

せ
ら
れ

て

る
る

(
が
、
併

し

そ
れ
は
毫

も
形
式
的

二
重
視
否

認

の
事
例

ご
す

る

こ
ε
が
出
來

諏
、
何

`
な

れ
ば
是

等

の
國

に
て
は

.

鱗
葉

視

ε

い
ふ
名

こ
そ
存

せ
ざ

れ
、

一
般

所
得

税

の
外

に
別
に
瞥
業
所
得

に
野
す

る
課

視
が
存

し

て
み
る
か
ら

e

あ
る
。〆
成

程
英
米
伊

に
て
は
法
律

の
形
式
上

、
所
得

税

の
外

に
瞥
業
所
得
税

が
な

い
や

う
で
あ

る
が
、
實

は

さ
う

時

論

僅
業
種
論

」

第
十
五
巻

(第
四
號

=
騨=
)

六
〇
九

ユ)

2)

2)

才拙著 、 相称査総 論倉638頁

同 上 、498A以 下

同上 、759,及77[頁

e



時

論

懸
業
税
盤

第
+
玉
容

(第
四
號
.
;
三
)

六
一
〇

で
な

い
。
所
謂
普
通
所
得
税
で
、
襲
業
所
得
に
も
税
し
、
更

に
附
加
　桝
得
視

で
綜
合
既
得
の
上

に
累
進
税
率
を
適

用
し
祠

一
度
税
す

る
の
で
あ
る
。
此
附
加
所
得
税
が
我
所
得
枕
に
該
富
す

る
。
故
に
替
業
所
得
も
他
の
所
得

ε
同

　

ロ

じ
様

し

一
般
所
得
税
弁
に
箇
別
所
得
税
に
於
て
二
重
に
税
せ
ら
れ
て
る
る
ご
見
ね
ば
な
ら
灘
。
佛
圏
に
て
は

一
般

の

所

得
税

ご
分
類
厨

得
枕

ご
が
動
立

し

て
み
る
、散

に
鞍

業
所

得
は
形
式
的

二
重
櫨
を
課

せ
ら

れ
て

み
る
の
で
あ

る
。

」
果

し

て
然

ら
ば
、
位
…士

の
論

ぜ
ら

る
」
如

く
、
「
英
米
佛

伊

の
事
例

は

一
度
所
.得
税
が
完
成

せ
ら

る
Σ
以
上

、
瞥
業

撹

は
特
集
所

得

に
課
す

る
枕

ざ
し

て
統

一
包
含

せ
ら

る

べ
き

で
あ

っ
て
別

に
鞍
美
粧

を
存
す

べ
き
で
無

い
こ
ご
を

最
も
雄
辮

に
語

っ
て
み
る
」

ご
云

ふ
こ
が
出

来
な

い
。
寧

ろ
特

業
税

の
身
代
は
b

が
田

楽

て
る
る
こ
ξ
を
雄

辮

に

語

っ
て

み
る
ピ
云
は
ね
ば
な
ち

濾
。

の
博
表

終
業
所
得
に
濁
し
て
は
形
式
的
二
重
撃

極
力
排
せ
ら
れ
て
み
る
が
、
地
主
の
所
得
嬉

し
て
空

く
般
所
得
税
の
中
に
綜
合
統

一
し
て
税
守

る
外
地
租
を
課
す
る
こ
ご
を
承
認

せ
ら
れ
て
る
る
、
否
此
く
す

る
の
が
長

握
の
権
衡
を
得
る
所
以
で
め
る
ご
せ
ら
れ
て
る
る
。
そ
れ
で
は
土
地
の
所
得

に
劉
し
て
は
形
式
的
二
重
税
を
是
認

す
る
こ
ε
に
な
る
。
何
故

に
笹
葉
所
得

し
醤
し
.て
形
式
的
二
重
桃
を
斥
け
乍
ら
階
土
地
所
得

に
謝
し
て
之
を
是
認

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
、
私
は
如
何
に
し
て
も
其
論
理
を
解
す
る
こ
ご
が
出
家
諏
。

別
塁

の
第
二
論
蔭

・
審

餐

葉
裏

駕

が
鋭
、
榊
欝

塗

、
之
涛

じ
蕎

蕃

憲

握

寒

熱

潟

姦

禦

答

誤

謬

掌

ぎ

〕れ
は
・
覆

華

中
督

し
之
・
配
す
・
最

寝

た
・
地
租

1)拙 著 、 租 税 総 論531-532頁

2)同 上533頁

噛



,

警
業
枇
を
以
て
す

る
の
直
接
税
制
度
を
批
難
す
る
も
の
で
あ
る
。

ラa
博
士
は
地
租
が
農
業
税
で
跨
.
く
、
固
定
資
本
に
謝
す

る
不
動
産
悦
で
あ
る
ぜ
説
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

(
は
地
租
の
牧
益
税
だ
る
性
質
を
否
認
し
、
之
を
財
差
枕
の

一
種
`
看
做
す
こ
ざ
`
な
る
。
併
し
我
視
法
は
明
に
地

租
を
以
て
農
業
の
股
盆
に
課
す

る
税
ε
し
て
み
る
。
蓋
し
地
租
の
課
枕
標
準

た
な
地
償
は
農
業
の
牧
盆

か
ら
還
元

し
た
も
の
に
外
な
ら

源
か
ら
で
あ
る
.、
所
で
共
地
債
は
博
士
の
論
ぜ
ら
る
～
が
如
(

「
古
い
以
前
の
米
償

一
石
三

園
時
代
に
於
け
る
課
椀
の
算
定
法
に
愚
ぎ
な

い
の
で
、
現
實
の
経
済
的
算
定
法
か
ら

い
へ
ば
、
決
し
て
牧
盆
を
代

表
し
て
居

る
も
の
で
な
い
」
.ぜ
謂
ふ
こ
巴
が
出
※

る
。
併

し
そ
れ
は
課
税
標
準
の
當
を
得
な
い
こ
ε
を
論
ず

る
に

過
ぎ
な
い
で
、
地
租
が
牧
盆
税
で
な
い
ε
い
ふ
こ
・し
を
断
ず
る
灘
に
行
か
ぬ
。

ラb
次
に
博
士
は
地
租
が
農
業
醗
で
な

い
ε
い
ふ
論
理
か
ら
、
そ
が
瞥
業
税
ご
樹
立
す

る
も
の
で
な

い
ε
し
、
特
業

(
税
を
塵
す
る
も
差
支
な
い
冠
い
ふ
結
論
を
下
さ
れ
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
少

し
く
形
式
論
に
囚
は
れ
て
る
る
嫌
が

あ
る
。
博
士
は
現
行
制
度
維
持
論
者
が
、
農

業
に
封
ず

る
地
租
の
存
在
す

る
以
上
.
商
工
業
に
射
し
て
も
瞥
業
税

,

を
存

し
な

け
れ
ば
な
ら

融
」
ご

い
ふ
を
捉

へ
て
、
之
を

反
駁

し
、
地
租

は
農
業

に
野
す

る
税

で
な

い
蓬
断

じ
、
農
業

に
封
ず

る
税

が
な

い
以
上

,
商

工
業

に
封
ず

る
税

の
み
を
存

し

て
は
な
ら

澱

ε
い
ふ
の
で
あ
る
。
併

し
税
制

の
組

織

よ
り

い

へ
ば

、
地

租
が
農
業

に
封
ず

る
貌

で
あ

る
蓬

か
無

い
ε
か
麿

業
視

が
商
工
業

に
封
ず

る
挽
で
あ

る
`
か

無

い
ξ
か
ビ

い
ふ
こ
埴
を
問
題

ピ
す

る
の
で
な

い
。

問
題

は
圭

ピ
し
て
土
地

よ
り
牧
盆
を
得

る
も

の
に
課
す

る
視

時

融

醤
業
腕
輪

.

鯖
十
五
巻

(舗
四
既

=
二
三
}

六
}
}

.)拙 稿 、 直 接 胴能濫四度 の 翌…理1こ脇 明こ(本 誌 第 一}.三燈 套F92-93頁}

覧

「



、

冒

時

論

管
渠
税
論

策
十
五
巻

(第
西
號

=
二
四
)

六

】
二

ε
、
圭

ε
し
て
資
本

よ
り
牧
盆

を
得

る
も

の
に
課
す

る
視

`
を
樹
立

せ
し
む

る
こ

ε
に
在

る
の
で
あ

る
。
牧
盆

よ

b

い

へ
ば

、土

地

の
吸
盤

ε
螢
業

㊨
牧
盆

ε
が
対

立
し

、
財
源

よ
b

い

へ
ば

、
土
地

ご
資
本

ご
が
対

立
す

る
も

の
こ

な
る
・
従
来
學
者
は
其
牧
盆
ε
い
ふ
見
地
か
ら
地
租
善

業
粉
を
収
益
税
で
あ
を

い
ふ
の
で
あ
る
。
博
士
は
地

租
が
牧
盆

穐
で
な
く
、
不
動
産
税

で
め

る
こ
せ
ら

れ
る

の
で
あ

る
が

、
そ
う

い
ふ
風

に
牧
盆

の
出

て
摩

る

べ
き
財

源

か
ら
観

察
す

る
な
ら
ば

、
多

く

の
螢
業

挽
も
亦

之
を

以

て
管
渠
資

本
挽

ご
見

る

こ
ε
が
出

來
や
う
。
或

は
租
税

を
負
推
す

べ
き
階

級
か
ら

い

へ
ば
、
地
租

は
農
業

に
課

す

る
視

で
な

い
亡

し
て
も

、
主

`
し

て
農

業
者

の
負
捲

に

聾
す

る
税

で
あ

る
ε

い
ふ
こ
ε
が
出
来

る
、
之

ε
同
様

に
瞥
業

漸
は
圭

ε
し

て
商

工
業
者

の
質
権

に
締
す

る
も

の

で
あ

る
ご

い
ふ

べ
き
で
あ

る
。
從

っ
て
地

租
は
圭

ご
し

て
田
舎

の
負
捲
す

る
税

ε
な
り

、
聖
業

税
は

主

ε
し

て
都

會

の
負
推
す

る
税

こ
な

る
の
で
あ

る
。
是
が
故

に
地

租

ε
瞥
業
視

ご
は
、

牧
盗
視

の
両

眼
目

を
な
す

こ
ε
を
否
認

ノ

し
て
も
、
財
政

上

よ
り
見

て
相

樹
立

し
τ
み
る
も

の
で

め

る
こ
ε
を
認

め
ね
ば
な
ら

ぬ
。
而

し

て
此
樹

立
に
意
義

の
存

す

る

こ
`
を
忘

れ
て
は
な
ら

諏
噂
果

し
て
然
ら

ば

、
地

嵐
が
不
動
産
椀

で
あ
れ
ば

、
瞥

業
視
は
麟
止

し

て
も

可

い
ε
論
ず

る
こ

ご
が
で
出
來
な

い
。
地
租

が
不
動
産

悦

で
あ

れ
ば

、
之

に
饗

し
て
資
本

税
若

ぽ
動
産
税

が
な
け

れ
ば
な
ら

澱
ε

い
ふ
論
理

が
立
ち
は
す

ま

い
か
ε
思

ふ
。
.

ら

も

も

　

ぬ

も

も

へ

し

り

も

へ

も

あ

ヘ

へ

も

を

も

サ

も

も

へ

あ

も

も

あ

ヵ

セ

マ

の
博
士
の
第
三
の
論
標
は
管
渠
視
が
な
く
`
も
地
租

蓬
家
屋
税
ご
で
、
均
衡
が
取
れ
て
み
る
、
瞥
業
税
を
課
す

磁

耐
嬰

雰

鼻

鍵

掌

碧
」黙

穿

ザ
罫

穿

穿

・
・
れ
鐘

論
ぴ

・
　

も
・
事
冨

題

■



ご
な
っ
て
來
る
つ
.
'
.
.
.
.

所
得
税
が
農
工
商
の
三
業

に
亘

っ
て
税
せ
ら
れ
る
こ
`
は
論
ず
る
迄
も
無

い
、
所
で
之
に
地
租
が
加
は
る
こ
せ

ん
に
田
舎
の
農
業
者
は
所
得
税
ご
宅
地
租
ご
田
畑
租
雑
地
租
を
負
旙
し
、
都
會
の
商
工
業
者
は
、
所
得
税
ξ
宅
地

租
`
を
負
櫓
す
る
の
で
あ

る
。
是
れ
既
に
負
据
の
不
灌
衡
を
來
托
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
加
之
所
謂
商
工
業
者
の

中
に
は
殆
ん
ぜ
」地
租
ε
云
ふ
地
租
を
納

め
戯
者
も
出
て
蘇
る
、
鐵
道
業
者
や
海
運
業
者
は
其
著
し
き
も
の
で
あ
る
、

地
租
は
鐵
蓮

の
軌
道
に
も
船
舶

に
も
課
せ
ら
れ
兎
、
地
租
が
課
せ
ら
れ
る
む
せ
ば
、
其
事
疥
癬
の
宅
地
位
で
あ
る
。

此
く
し
て
鐵
道
業
や
海
運
業
は
大
資
本
を
要
す

る
事
業
で
、其
撚
視
力
が
大
で
あ
る
に
も
拘
ら
す
、所
得
.椀
の
外
に

事
務
所
の
.宅
地
租
を
彿

へ
ば
良

い
こ
ご
に
な
る
.
之
に
反
し
て
農
業
春
は
、
所
得
税
の
外
に
宅
地
租
ご
田
畑
租

ご

を
彿
は
ね
ば
な
ら
兎
。
そ
れ
で
は
負
撚

の
均
衡
を
得
た
も

の
ε
い
ふ
こ
ビ
が
出
賓

。
是
れ
竺

例
に
過
壽

、

程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
他
の
商
工
業
に
就
て
も
同
様
の
こ
ξ
が
云
ひ
得
ら
れ
る
。

要
す

る
に
、
農
業
者

に
所
得
椀
ε
宅
地
租

ご
田
畑
租
ε
を
納

め
し
め
、
商
工
業
者

に
所
得
税
ご
宅
地
租

ε
を
納

め
し
め
た
の
で
は
、
農
業
者

の
負
据
の
重
く
、
商
工
業
看
の
負
撚
が
軽

い
ε
い
は
ね
ば
な
む
諏
。

ニ

博
士
は
地
租
が
農
工
商
三
業

の
負
撫
せ
ら
れ
る
こ
ε
を
説
か
れ
る
の
で
め
る
が
、
農
工
商
三
業
が
之
を
負
捲
し

て
而
も
其
負
癖
が
均
衡
を
得
て
み
る
ε
い
ふ
か
ら
に
は
、
地
租
が
農
商
工
三
業
の
櫓
視
力
に
癒
じ
て
課
せ
ら
れ
て

み
る
も
の
ε
見
ね
ば
な
ら

訟
。
所
で
租
税
統
計
に
徴
す

る
に
、
近
年
の
地
租
の
牧
人
は
約
七
千
四
百
萬
圓

に
上

っ

.

時

論

鱗
葉
税
論

第
十
五
巻

(第
四
號

一
三
五
)

六
一
三

ノ



蒔

盤

瞥
梁
税
諦

'

第
十
五
巻

(第
四
號

=
二
六
)

山ハ
【
四

て
る
る
が
、
其
中
、
田
租
は
四
千
五
百
餓
萬
圓
、
畑
租
は
約
千
萬
圓
.
蕪
地
租
は
約
二
.百
萬
圓
、
宅
地
租
ば
千
六

百
蝕
萬
圓
で
あ
る
つ
而
し
て
宅
地
租

の
中

で
郡
村
老
地
租
ご
市
街
宅
地
租

蓬
は
各
宇
分
位
を
占

め
て
み
る
。
是
が
故

に
地
敵
掛
田
禽
が
紛
か
鮒
ゼ
・
鞭
會
が

」
罰
掛
硯
卸
謄
い
℃
か
ひ
い
妙
か
云
掛
ぼ
ゆ
ゲ
が
謝
。
比
比
尉
副
決
ビ
で

細
隙

蕃

書

撃

寒

雲

磐

夢

解

飛
ρ
。若
し
・
れ
が
都
鄙
の
縫

方
に
拳

・
も
の
喜

ば
、財

産
な

り
、
所
得

な
b

か
大
鵬

之
に
並
行

し

て
之

に
比
例

し
て

分
配

せ
ら

取
て
る
る

ε
見

ね
ば
な
ら

ぬ
。
然

る
に
實
際

は

さ
う
で
な

い
、
今
諸
種

の
財
源

ξ
其
所

得

を
調

査
す

る
に
左

の
如

く
で
あ

る
。
美

玉
八
年
叉
に
九
年
の
事
贋
々
基
礎
ぜ、,し
、

所
得
に
在
"
て
に
瞥
粟
所
得
に
四
百
圓
以
下
、
其
他
の
所
得
に
二
百
圓
以
下
た
除
て
計
算
す
。
表
ば
概
算
に
止
決
る
)

田
畑
郷
村
宅
地
其
他

の
土
地
の

郡

村

家

屋

山

林

立

木

家

畜

市

街

宅

地

市

街

地

家

屋

倉
庫

工
…肪
蛙
ハ他
葉
池旭
物
岬

貸
付
資
本

(公
債
、枇
傭
咽、
銀
行
預

金
「流
榊運
脚買
幣

)

Ψ問
工
業

(機
械
界
目
凹
、原
禍
口
叩
、両
目即
)

船

舶

鑛

業

(鑛

山
)

投
式
其
他
法
人
拙
資

計

財

産

償

格
チ
　

一言
ぺ
三
(
七
、
五
四
七

二
、
加
温
捌
、
(
二

.

一
、
(
一
力
、
九
四
穴

冠
四
ル
、
一
一
一

昌
、
乱
九
四
、
閉
一
寸

丑
、
閏
二
(
、
善
巧

弧
四
王
、
一
八
四

=

、
　三
口
、
H=
一

武
、
ル
一
置
、
〇
四
〇

台
四
二
、
君
一
拓

宮
、
四
一
二
、
(
ニ
ロ
「

二

、
H石
二
、
(
六
四

豊

、
長

0
.カ
イ三

智
ハ
貸

料

其
～他

所

孤
何

モ
　

さ
「二
「
(
七
島

五
六
、八
届
可一

壬
{
、
八
(
(

一=
二
、
ゼ
ゐ
一

回試

、
0
議

四
七
知
「
カ
一一四

冨

・・

一
、
九
二
耳
、
0
鉱
四

嵩
、
耳
穴
穴
、
抽
胃;

是
艦
依
て
観
れ
ば
.
農
業
者
の
財
産
は
全
国
財
産
の
約
四
割
に
當

っ
て
み
る
け
れ
。ε
も
、
其
所
得
は
発
國
所
得

.

■



の
二
割
位
に
し
か
當
ら
囎
、
之
に
反
↓
て
商
工
、業
者

の
財
産
は
全
国
財
産
の
六
割
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
其
所
得
は

全
国
所
得
の
八
割
に
嘗
て
み
る
、
此
数
字
は
多
少
事
實

に
違

っ
て
み
る
に
し
て
も
、
我
国

の
現
在

に
於
て
商
工
業

.

潜

の
負
澹
力
が
、
大
膿
農
業
者
の
負
権
力
に
勝

っ
て
み
る
こ
ε
を
知

る
に
足

っ
て
み
る
。
醗
て
小
林
博
士
の
誘
を

見

る
に
商
工
業
者
に
射
し
て
は
所
得
税
の
外
、
市
街
宅
地
租
を
彿
は
し
め
、
農
業
者

に
饗
し
て
は
、
所
得
税
の
外

田
畑
地
粗
雑
地
租
宅
地
租
を
挑
は
し
め
る

べ
き
で
あ
る
ε
い
ふ
の
で
あ
る
。
市
街
宅
地

の
財
産
儲
格
は
都
會

に
於

け
る
商

工
業
者
の
財
産
の
六
分
に
も
充
た
な

い
し
。
市
街
宅
地

の
所
得
は
都
會

に
於
け
る
商
業
者

の
灰
得
の

一
分

ヤ

ロ

　

へ

も

ぬ

へ

ち

あ

わ

も

ミ

も

あ

も

も

コ

カ

セ

キ

ぬ

ヵ

も

あ

ヒ

ヘ

ル

セ

ヘ

ロ

げ

ヤ

ヘ

へ

四
五
厘
に
過
ぎ
諏
。
農
業
者
に
饗
し
て
は
所
得
税
の
外
に
街

↓
度
真
金
騰

の
所
得
を
生
す

る
源
に
就

い
て
普
遍
的

ち

も

へ

リ

ハ

て

や

う

ち

へ

り

も

セ

ヤ

も

　
ヤ

ヤ

へ

し

も

ゼ

エ

　

ヘ

ヘ

ヤ

も

も

コ

も

も

つ

や

ヤ

ヒ

　

も

ヘ

へ

に
枕
し
、
商
工
業
者
に
射
し
て
は
所
得
税
の
外

に
、
其
財
産

の
⊥
八
分
其
所
得
の

一
分
四
五
厘
を
生
む
も
の
に
謝
し

も

マ

へ

も

し

セ

も

　

る

セ

ヘ

マ

リ

リ

も

や

な

も

マ

へ

も

も

ひ

セ

ヤ

　
　

う

ヤ

マ

ヘ

ヘ

ヤ

も

マ

ら

へ

て
の
み
街

一
度
税
せ
よ
ご
い
ふ
。
そ
れ
で
は
如
何
に
し
て
も
負
撚

の
均
衡
を
得
る
こ
ε
が
出
家

囎
。
若

し
所
得
税

の
外

に
佃

一
度
枕
す

る
の
必
要
が
あ
る
一し
せ
ば
、
商
工
業
者
の
財
産

の
九
割
四
分
、
天
真
所
得
の
九
割
八
分
五
六

厘
を
生
む
も
の
に
臠
し
て
も
挽
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
然
ら
ば
、
商

工
業
者
の
財
産
即
ち
所
得
の
九
割
八
分
以
上
を

生
む
も
の
は
何
か
ご
い
へ
ば
、
主

ε
し
て
家
屋
、
倉
庫
、
工
場
、
貸
付
資
本
、
機
械
、
器
具
、
商
品
導
で
あ
る
。

そ
の
中
の
家
屋
は
家
屋
税
で
税
せ
ら

る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
商
工
業
所
得
の
八
分
位
に
し
か
當
ら
の
。
残

る

九
罰
は
瞥
業
挽
に
依
.つ
て
税
せ
ら
れ
ね
ば
.な
ら
鍛
。

も

ち

あ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

あ

カ

あ

コ

も

へ

ゑ

も

マ

も

ヘ

ヘ

エ

ゐ

博
士
は

「
所
得
税
ε
地
租

ε
家
屋
視
ε
で
負
撒
の
均
衡

が
取
れ
て
み
る
」
ざ
説
き
、
家
屋
椀
を
も
眼
中

に
せ
ら

れ

　

む

　

て
る
る
、
或
は
商

工
業
者
…の
負
堆
川
の
軽

い
所
は

、
家

屋
税
を
以

て
補

ふ
`
い
ふ
意

か
も
知
れ

諏
、
が
、
且
八家
屡

税
な

時

論

瞥
業
醗
論

策
+
五
巻

(第
四
競

一
三
七
)

六
　
五



時

論

螢
業
税
論

策
十
五
巻

(第
四
號

=
二
八
)

六

=
ハ

る
も

の
は
、
我
国

の
現
行

制
度

に
於

て
、
府

縣
税

で
あ
り

、
市

町
村
税

で
あ

っ
て
、
決

し

て
都
曾

の
税

で
あ

る
に

止

ま

っ
て
み
な

い
、

ま
し

て
戸

数
割
を
課
す

る
地

方

に
於

て
は

家
屋
税
は
課

せ
ら

れ

漁
こ
ε

玉
な

っ
て

み
る
。
現

に
府

縣
挽
家
屋
税
を
配
賦

し
て
課

し
て
み
る
地

方
は

二

二

ケ
市

、
五

十

ケ
町
村

で
、
市
町
村
特

別
視
家

屋
税
を

課

し
て
み
る
地

方
は

十
四

ケ
市

、
十
七

ケ
町
村

に
過

ぎ

撮
。
家

屋
税
が
都
鄙

に
於

け

る
負

据

の
不
権
衡
を
矯

正
す

る
作
用

は
毫

も
之
を
見
出
す

こ
ε
が
嵩

來

漁
。

.

要
之

、
所
得
税

の
外

に
地
租

ε
家
屋

税

ε
を
以

て

し
た
丈

け
で
ば
、
負
捲

の
均
衡

が
取

れ
て
み
な

い
ε
謂

は
ね

ば
な
ら

ね
。

そ

こ
で
螢
業
税
は
其
身
代

は
り
な

く
し

て
之
を
塵

す

る
こ
ご
が
出
京

な

い
こ
ε
に
な

る
の

で
め
る
。

ラ

　
　
ロ
　

む
む
　

　
　
ロ
　

　

　
　
　

ぐ
　り
　
　
　
む
　

　
　

っ
の
　
　
　
　
む

ロ
　

4
假

に

一
歩

を
譲

b
管
業
視

を
全
摩

す

る
ε
せ

ん

に
、
必
ず

や
螢
業
挽

に
代
は

る

べ
き
挽
を
起

さ
ね
ば
な

る
ま

。
一

い
、
今
國

挽
ε
し

て
の
瞥
業
税

を
摩
す

る
ε
せ
ば
、
之

に
封

ず

る
地
方
附

加
税
は
勿
論

之
を
廃

せ
ね
ば
な
ら

諏
。

文

園
椀

よ
り
も
櫓

税
力

の
乏

し
き
瞥

業
に
課

し
て
み
る

府
縣
瞥
業
税
#

に
其
附

加
税
を
廃

せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
而

し

て

是
等

の
視

に
代
は

る
税
を
認

め
な
け
れ
ば
、
地
方
財

政

は
遣
り
繰

る
こ
ご
が
出

來

澱
。
若

し
府

縣

の
物
税

ε
し

て

都
鄙
共

に
地

租

の
附

加
税

の
み
を
以

て
之

に
充

つ
る

ご
せ
ば

、
都
鄙

の
負
癖

は
更

に
大
な

る
不
権

衡
を

生
す

る
に

至
ら

う
。
殊

し
市

の
税

`
し
て
螢
業
樵

に
代

は
る

べ
き
物
税
を
起
す

こ
ε
を
認

め
な

か

っ
た
な
ら

ば
、
到
底
其
財

政
を
捷

理
す

る
こ
ε
が
出

来
ま

い
。
是

が
故

に
身
代

り
な

く
し
て
管
業
税

を
膜
止
せ

ん
こ
す

る
論

は
實

行

し
得

ら

れ
ぎ
る
空
論

ε
な

っ
て
仕
舞

ふ
で
あ
ら
う
。

そ

こ
で
實
際
問
題

`
し

て
は
機
業
税

の
無
條

件
的
全
塵
論

を
探

る

二

唖



層

.

ご
が
出
来
な
い
で
、
條
件
付
塵
止
論
ご
な

っ
て
來
な
け
れ
ば
な
ら
濾
。

二

條

件

付

慶

正

論

條
件
付
廃
止
論

ビ
い
ふ
は
、
驚
業
視
は
之
を
磨
止
す

る
も
、
之
に
代
は
る

べ
き
挽
を
認
む
る
の
で
あ
る
。
臨
時

財
政
経
済
調
査
會
の
立
案
は
正
し
(
此
條
件
付
磨
止
を
行
は
ん
ξ
す
る
も
の
で
あ
る
。
國
穐
ε
し
て
は
之
を
塵
す

る
も
、
其
代
り
に
財
産
税
を
起

さ
.ん
こ
す

る
か
ら
で
あ
る
ρ

私
は
我
国
の
直
接
税
制
度
を
整
理
す

る
が
覚
め
に
、
財
産
視
を
起
す
は
、
當
を
得
て
み
る
も
の
で
め
る
ε
信
じ

て
み
る
。

既

に
財
産
挽
を
起
す

ご
せ
ば
、
國
税
こ
し
て
楼
業
視
を
屡
せ
ね
ば
な
ら
漁
。
臨
時
財
政
纒
瞬
調
査
會
の
案
に
依

れ
ば
、
過
渡
的
時
代
に
於
て
は
、
財
産
税

ご
瞥
業
税
ε
が
国
税
ε
し
て
並
び
立

つ
こ
ε
に
な

っ
て
み
る
が
・
・そ
れ

は
不
徹
底

ξ
評
す
る
よ
り
外
な

い
。
併
し
そ
の
過
渡
的
時
代
は
数
年

の
間

に
過
ぎ
な

い
こ
ご
を
期

し
て
み
る
や
う

で
あ
る
か
ら
、
其
理
想

の
達
せ
む
れ
た
ε
き
の
こ
ε
を
見
て
、
具
案

に
大
艦
に
賛
成
し
て
煙
く
。

所
で
今
日
の
擬
態
で
察
す
る
に
、
財
産
税
は
或
は
實
現
せ
ら
れ
す

し
て
已
む
か
も
知
れ
兎
、
政
府
に
其
之
を
實

現
す
る
の
確
信
が
あ
る
ご
見
え
組
か
ら
で
あ
る
。
若
し
財
産
挽
が
起
さ
れ
諏
こ
す
れ
ば
、
管
業
税
は
國
視
ご
し
て
磨

す

る
こ
ご
が
出
家
漁
。
所
で
管
業
硯
の
鉄
黙
が
前
段

に
述

べ
た
如
し
ご
せ
ば
、
之
を
改
正
せ
な
い
で
、
置
く
鐸
に
行

(
ま

い
。
是
に
於
て
螢
業
税
政
正
論
が
.起

っ
て
来

る
の
で
あ
る
。
そ
は
次
號
に
於
て
之
を
論
ず

る
こ
ご

、
す
る
。

.

時

論

瞥
業
晩
論

策
十
五
奮

〔第
四
號

=
二
九
)

六
}
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